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誤表

1-T 誤 正

上から 9行目 三上善孝氏 三上喜孝氏

上から10行 目 名古屋大学人文学部 名古屋大学文学部

下から 6行目 第層明褐色粘土層 第 3層明褐色粘土層

上から11行目 90cm"-' 120や×短径 90cm"-' 121cm x短径

第20図内 19次SK1634 S K1634 

上から 3行目 f党首し 撹乱

下から10行目 S B307 S 1307 

下から 2行自 内面を硯に転用してる 内面を硯に転用している

下から10行目 S 1 1626、 S1 1629 S 1 1626、S1 1628 

上から 3行目 堀り方 掘り方

最下行 1977年 1978年

右から10行目 八七号木簡 八四号木簡

種別 城柵官衛 城柵官街

主な遺構 堀立柱建物跡 掘立柱建物跡

主な遺構 土抗 土坑

特記事項 土取り穴群を検出した丸鞠、 土取り穴群を検出した。丸鞠、
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序文

平成12年度秋田城跡発掘調査は、焼山地区と昨年に引き続き

政庁東側の一画にあたる大畑地区の 2箇所を対象に実施しまし

た。

調査の結果、焼山地区で築地構築や補修のためと考えられる

粘土採掘の土取り穴や、掘立柱建物跡・竪穴住居跡が発見され、

この地域の利用状況とその変遷が明確になってきました。これ

は今後、秋田城跡の全容を解明する手掛かりのーっとなると思

われます。

また、発掘調査と並行して実施しております環境整備事業は

順調に進み、鵜ノ木地区西側がほぼ完成し、市民の憩いの場や

学習の場として活用されております。

本書は以上のような今年度の調査成果を収録したもので、古

代城柵官街遺跡の研究上、資するところが大きいと考えますの

で、ご活用いただければ幸いと存じます。

最後に秋田城跡の発掘調査と保護管理、そして環境整備事業

が順調に進んでおりますことは、文化庁・秋田県教育委員会を

はじめとする関係機関や諸先生、そして地元住民の方々の多大

なるご指導・ご協力の賜物と心から深く感謝申し上げます。

平成13年 3月31日

秋田市教育委員会

教育長石黒俊郎
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伊j 言

1 .本報告書の執筆、編集は西谷隆、進藤靖、松下秀博があたり、日野久が補佐した。

2.遺物の実測、 トレースは、松下、西谷、進藤のほか、補助員の渡辺由孝、栗山佳子があたり、発

掘調査、遺物整理は佐々木彩子(園皐院大皐)、角固めぐみ(秋田大学)、田仲祐介(長岡造形大学)、

神居正暢(龍谷大学)が協力した。

3.遺構写真は西谷、進藤、遺物写真は進藤があたった。

4.墨書土器の解読は国立歴史民俗博物館平川南氏にお願いした。

5.漆紙文書の解読は平川南氏、第54次調査出土木簡の解読・執筆は山形県立米沢女子短期大学三上

善孝氏、また、第54次調査出土の漆紙文書の解読・執筆は弘前大学人文学部鐘江宏之氏、名古屋

大学人文学部古尾谷知浩氏にお願いした。

6.発掘調査では上記のほかに、以下の方々、関係機関からの指導、助言を得た。記して感謝したい。

遺物

新野直吉、岡田茂弘、渡漫定夫、細見啓三、牛川喜幸、今泉隆雄、白鳥良一、坂井秀弥、平津毅、

杜暁帆、長建全、織笠昭、織笠明子、神谷佳明、桜岡正信、木村高、横岡利彦、熊田亮介、渡部

育子、文化庁記念物課、国立歴史民俗博物館、奈良国立文化財研究所、宮城県教育委員会、東北

歴史博物館、多賀城跡調査研究所、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財センタ一、秋田県立博

物館、秋田大学(敬称略・順不同)

凡例

1 .土器断面を黒く塗りつぶしたのが須恵器、中世陶器である。

2. 土器の性格の相違は、下記スクリーントーンで表現した。

E三ヨ黒色処理

麗翠翻転用硯

3. 土器の表面付着物の相違は、下記スクリーントーンで表現した。

n:~: .;:/<¥'/1煤

医圏漆

4.調整技術、切り離し等の表記は下記のとおりである。

0回転利用ケズリは、ケズリ調整と記載。ケズリ調整以外の調整はそのつど別記。

。ロクロ等広い意味の回転を利用したカキ目調整は、ロクロ利用のカキ目調整と記載。

0切り離し、粘土紐、タタキ痕跡等、成形時痕跡の消滅を目的としない軽度な器面調整痕跡は、軽

い撫で調整と記載。

0底部回転へラ切りによる切り離しは、へラ切りと記載。底部回転糸切りによる切り縦しは、糸切

りと記載。底部回転以外の切り離しはそのつど別記。

0実浪IJ図、写真図版の縮尺は、特記のあるもの以外はすべて 1/3である。
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I 調査の計画

平成12年度の秋田城跡発掘調査は、第73次、第76次調査を実施した。

発掘調査事業費は総事業費 (本体額) 1，600万円のうち国庫補助額800万円 (50%)、県費補助額400

万円 (25%)、市400万円 (25%) となっている。

調査計画は下記のように立案した。

表 1 発掘調査計画

調査次数 調査地区 発掘調査面積rrf(坪) 調査予定期間

第73次 焼山地区北部 1，000rrf (303) 4月10日"-'7月31日

第76次 大畑地区中央部 1，200rrf (363) 8月 1日"-'10月31日

言十 2，200rrf 

、r/成12年度は秋田城跡第六次5ヶ年計画の 4年度にあたり第五次5ヶ年計画調査予定地のうち焼山

地区で未調査となっている部分と、第六次5ヶ年計画に従い昨年に引き続き大畑地区中央部を調査対

象としている。

第73次調査は政庁から外郭西門に至る聞の区域で、焼山地区中央部の北側及び西側隣接地にあたる

焼山地区北部のー画を調査対象とした。平成 9年度までの調査で焼山地区中央部では、規則的配置に

基づく掘立柱建物群を検出しており 、その北側及び西側における建物群をはじめとする遺構の広がり

や利用状況を把握することを目的と した。

調査の結果、掘立柱建物跡3棟、竪穴住居跡5軒、溝跡 1条、土坑 2基、土取り 穴群等多数の遺構

の存在を確認し、この地域の遺構の広がりや利用状況を把握することができた。

第76次調査は、政庁から外郭東門に至る問の区域にあたり、政庁域の南東側に隣接している大畑地

区中央部の一画、 一昨年度第72次調査地の南側を調査対象としたρ 第72次、 第75次調査では、規則的

配置に基づ く掘立柱建物群、 竪穴住居跡、鍛冶工房跡等を検出しており、この地域の南側における建

物群の展開や利用状況を把握することを目的として実施した。

調査の結果、 古代の遺構は南部で溝跡 1条と小ピット数基を確認したのみで、北西部では近・現代

の粘土採取跡、中央部では撹乱穴や小学校校舎基礎等が確認された。

11月14日に文化庁記念物課坂井秀弥文化財調査官の発掘調査指導を受けた。

平成12年度の発掘調査実施状況は下記表 2のようになっている。

表2 発掘調査実施状況

調査次数 調査地区 発掘調査面積rrf(坪) 調査実施期間

第73次 焼山地区北部 880rrf(266) 4月12日"-'8月29日

第76次 大畑地区中央部 745rrf(226) 8月29日"-'11月29日

計 1，625rrf(492) 



E 第 73次調査

1 )調査経過

第73次調査は、焼山地区北部を対象に平成12年4月12日から 8月29日まで実施した。発掘調査面積

は880rrf(266坪)である。調査地は政庁から外郭西門に至る聞の区域にあたり、調査地東側隣接地お

よび南東側では規則的配置に基づく掘立柱建物群や竪穴住居跡、土取り 穴などを検出している。調査

地は第21次調査地(昭和52年度)と第70次調査地(平成9年度)に東側で隣接しており、 一部重複して

いる。また、調査地北側は第 3次国営調査地、南側は第 4次国営調査地と隣接している。現地形は、

調査地中央が西側に向けて低くなる谷状地形の上部にあたっており 、北側、南側とも に中央に向けて

低くなっている。現状は、竹薮(旧畑地)となっていた。

調査は、これまで焼山地区中央部から北部にかけて検出していた掘立柱建物群の追究、北側築地塀

の確認をはじめとする周辺への遺構の広がりや利用状況の把握を目的に実施した。前年度、 一昨年度

には雑木の抜根作業や竹薮刈りを行っていたが、調査区域の設定を変更したため、その周辺の竹薮刈

り、雑草、雑木の除去を行った (4月12日"'.4月 13日)。作業終了後、調査区の設定をあらためて行つ

第2図第73次調査周辺地形h'
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た (4月17日---4月18日)。

表土除去作業を調査区南側から開始した。

調査区全域には表土が旧耕作土からなり、 j自

さは20cm---60cmと比較的厚 く堆積していた。

調査区北東部では第 3層明褐色粘土層が確認

された。調査区の大部分は土取り穴と考えら

れる土坑の埋土面となっていた。調査区北西

部、南部では表土直下で地山飛砂層面となっ

ており、東部では地山腐植土層面となってい

た。表土除去作業が終了した調査区南側から

土層観察用ベルトの写真撮影と 実測を行い、

終了したものからベルトを除去していった(4

月19日---5月23日)。

表土除去作業終了後、調査区南側から遺構

の精査を行っていった。それと併行して土取

り穴にベルトを設定し、撹乱穴の埋土除去と

ともに掘り 下げを行った。調査区北部で S1 

1626、S1 1627、S1 1628、SB 1625南桁行

を検出し、北東部では明褐色粘土の遺物包含

面の堆積を確認した。また、以前の調査で既に検出していた SB023北西隅柱、 SB314西桁行、 SB

挿図 1
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316東桁行、 SB317柱掘り方、 S1307東側、 SK1525、SK1527、SK1528を確認した(5月23日~

5月26日)0 S B 1625とS1 1627のプラン把握と 、北辺築地塀の確認のため調査区を北へ拡張し、 ST 

1629を検出した。しかし、築地塀は確認できなかった (5月29日---5月31日)。各遺構の検出状況につ

いての全景写真撮影を行った (6月5日)。土取り 穴群を SK 1631---1636、1640とし、掘り 下げを行っ

た後、土層観察用ベルトの写真撮影、|折面実演IJを行い、完了したものからベルトの除去を行っていっ

た (6月6日---6月29日)0 S K1631の掘り 下げ中に漆紙付着土器 1点が出土した (6月19日)。

調査区全域に平面実演IJ用の遣り方を設置し、調査区南側から平面実演IJを行った。これと併行して調

メ北側の SK1641、SK1642の掘り 下げを行った。 SK1642から曲物に付着 していた漆と思われる

1点が出土した。作業終了後、写真撮影、断面実測、北東部の全景写真撮影を行った。その後北東部

の遺構精査ならびに第 層明褐色粘土層を除去し、 SD1630、一部未検出だ、った SB316西桁行を検出

した。また、 SB316西桁行南西隅柱東側ピットから丸鞠が出土した (7月4日---7月27日)0S B316、

S B 1625、S1 1626、S1 1627、S1 1628、S1 1629の断ち割りおよび掘り 下げを行い、その後写真

撮影、断面実演IJを行った (7月28日---8月 9日)。調査区西壁の土層堆積状況についての写真撮影終

後、断面実測を行った。また、土取り 穴群の全景写真撮影を行った (8月17日---8月21日)0 S 1 1627 

カマド、 S1 1628カマドに設置したベルトの写真撮影、断面実測を行っ た後、ベルト除去作業を行っ

-3 -



た。それと併行して機材の整備、第76次調査区への搬入を行った (8月22日'""'-'8月28

の調査が終了した段階で、航空写真撮影を行い、調査を終了した (8月29日)。
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2)検出遺構と出土遺物

S 8316掘立柱建物跡(第 5

州、凶版 5)

調査区北部の地山飛砂

面で検出された。第21次調

三で建物の東側桁行部分が

検出されていたが、西側部

分については調査区外のた

め不明であった。しかしム

ロlの調査でその全容が検

された。梁間 2問 (2.4m+ 

2.4m)、桁行 3問 (2.7m + 

2.7m+2.7m)の南北棟の

回立柱建物跡で、ある。建物

方位は桁行が北で約 6度西

に振れる。柱掘り方は、長

径1.9m""'2.0mx短径1.2

m ""' 1. 8mの楕円形で、深さ

1.0m""'1.2mである。柱掘

り方すべてに抜き取りが入

り住痕跡は不明である。第

21次調査でSB316の掘り方

を切る SB317掘立柱建物跡

とした抜き取り穴が検出さ

れているが、今回の調査で

はSB316を切る抜き取り í~

は西側では検出されておら

ず、不明である。

B 

S 8316出土遺物(第 6図、 図版17)

須恵器(1):柱掘り方抜き取り部分

井部へラ切り後、撫で調整を施す。

の痕跡が認められる。

A 

υl 

46m80全

46m80 1} 

B 

第 5図 S 8316掘立柱建物跡

出土の蓋である。

内、外面に重ね焼き
1 ( 7 -752) 

01:  3 5cm 

第 6 ~ S 8316掘立柱建物跡出土遺物
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東西4.5mX南北2.1mの隅丸長方形を呈し、西壁

はほぼ真北を向いている。カマドは北壁東寄りに ⑧ 
粘土で構築されている。内壁は赤く焼けて固くなっ

ており、焚口音I~ ・ 燃焼部には炭化物、焼土が多量

には柱掘り方が伴う 。住

一時高は約15cmで、ある。SB314と重複し、これよ

りも新しい。

S 81625掘立柱建物跡(第 7~ 、

叫版 6)

調査区北部の地山飛砂層面で検

された。西側が調査区外のため

不明であるが、現状では梁間 2間

(3.0m+3.3m)、桁行2間以上(2.7

m+2.7m・・・)の東西棟総柱の掘

v柱建物跡である。建物方位が梁

聞が北で約 1度西に振れる。柱掘

り方は70cm""'90cmX 80cm"'" 120cmの

方形及び長径90cm"'"120ゃ ×短径

68cmへ-98cmの楕円形で、深さ惚Ocm"'"

75cmで、ある。柱掘り方に抜き取り

が入り柱痕跡は不明である。 S1 

1627、S1 1629と重複しこれらよ

りも新しい。

S 1307竪穴住居跡 (第 8図)

昭和52年度の第21次調査で西側

が調査区外のため不明であったが、

ム町全容が検出された。平面形は

S I 1626竪穴住居跡(第9図、図版 7)

調査区北部の地山飛砂層面で検出された。平面

形は東西3.8mX南北2.6mの長方形を呈し、北壁

は西で約 9度北に振れる。カマドは検出されない。

|の
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第 7図 S B 1625掘立柱建物跡
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南西隅に柱掘り方が伴う。住居壁高は 8cmを計る。 S1 1628と重複し、これよりも古い。

第8図 S 1307竪穴住居跡
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第 9図 S 1 1626竪穴住居跡

S I 1626出土遺物 (第10図、図版17)

すべて埋土出土である。

須恵器 (1"-'5):1、2はへラ切り後、撫で調整を施す杯である。 3はへラ切り で台周縁部に撫で

調整を施す台付士不である。底部に「粥」の墨書がある。4はへラ切りで台取り付け以前に体部下端か

ら底部にかけてケズリ調整を施す台付椀である。底部に「盟カ J、「口」の墨書がある。5は天井部へ

ラ切り後、撫で調整を施す蓋である。

石製品(6):片面使用の磨石で、石質は花開岩である。

瓦(7):格子目平瓦の破片である。凹面には布目が残り、凸面には格子目 のタタキ痕が認められる。

S I 1627竪穴住居跡(第11・12図、図版 7)

調査区北部の地山飛砂層面で検出された。平面形は東西4.4mx南北2.5mの長方形を呈し、南墜は

西で約 8度北に振れる。カマドは、東壁北寄り に砂混じりの粘土で構築されている。燃焼部内には、11

瓦を据えて支脚としている。柱掘り方は認められない。住居壁高は15cmを計る。SB 1625と重複し、

これよりも古い。

-10一
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造物穴住居跡IH1 1626 第10図

S I 1627出土遺物(第13図、|刻版17'"'-'19)

カマド内からの出土である。1 '"'-' 14、16'"'-'18は埋土出土、 15は埋土、

2は底部に炭化物が付着し、9はへラ切り後、撫で調整を施す杯である。2、1、須恵器 (1'"'-' 13) 

5'"'-'7はへラ4はへラ切り後、軽い撫で調整を施す杯である。3、がある。の 黒9は底部に「旦」

8は糸切り後、外面底部にケズリ調整、体部に撫、で調整を施し、内面体部か

丁寧な撫で調整を施す杯の破片と考え

の杯である。

ら底部にかけてケズリ調整を施す士不である。10はへラ切り後、

'
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E
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第11図 S 1 1627竪穴住居跡
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られる。11はへラ切りで台周縁部

に撫で調整を施す台付杯である。

外面底部を硯に転用している。12

は蓋である。天井部にケズ リ調整

を施すため、切り離しは不明であ

る。13は円面硯の面部分の破片で

ある。陸部は嬰が付着し、スベス

ベしている。

色J

土師器 (14"-' 16) : 14は非ロク

ロ成形の小型椀で、ある。内面と外

面口縁部から体部上半にやや不明

瞭な段を有する。15、16は長胴畿

である。15は外面に縦方向のケズ
1m 

| リ調整を施す。内面は体部中央か

ら下半にカキ目調整を施す。中央

部はその後、横方向のカキ目調整を施す。16は口縁部から体部上半の破片である。外面は横方向のケ

ズリ調整後、縦方向のケズリ調整を施す。内面は体部に横方向または斜方向のカキ目調整を施し、

国 l
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縁部には撫で調整を施す。

石製品 (17・18):いずれも泥岩製の提砥石である。17は上部に穿穴があり、 4面を使用している。

18は上面から側面に穴が穿たれており、 4面を使用 している。17は側面上半と下面に、 18は上面と側

........ . . . 

。 1 : 60 4m 

第14図 S 1 1628竪穴住居跡
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面に炭化物が付着している。

S I 1628竪穴住居跡(第14・

15図、図版 8)

調査区北部の地山飛砂

面で検出された。平面形は

東西3.7mX南北3.1mの長

方形を呈し、南壁は西で約

9度北に振れる。カマドは

西壁北寄りに粘土で構築さ

れている。燃焼部とその周

辺に焼土が認められる。柱

掘り方は認められない。イ+

居壁高は42cmを計る。S1 

1626と重複し、これよりも

新しい。
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S I 1628出土遺物(第16図、

叫版19)

1はカマ ド燃焼部、2は

埋土出土である。

赤褐色土器(1):長胴畿の

!縁部から体部下半にかけ

ての破片である。外面は撫

で調整が施されているが、

わずかにタタキ痕跡が認め

られる。内面は口縁部にロ

クロ利用のカキ目調整を施

す。体部下半は横方向のカ

キ目調整、斜方向のハケ

調整を施した後、 一部に撫

で調整を施す。



石製品(2):凝灰岩製の提砥石である。

上部に穿穴がある。現状では4面を使用して

レ、る。

S 11629竪穴住居跡(第17図、図版 8)

調査区北側の地山飛砂層面で検出された。

、11面形は東側が調査区外のため不明であるが、

現状で東西2.4m以上×南北4.6mの方形を呈

し、 西壁は北で約10度西に振れる。カマドは

検出されない。北西隅、南北隅、及び西壁直

には柱掘り方が伴う 。住居壁高は28cmを計

る。SB 1625と重複し、これよりも古い。

S 1 1629出土遺物(第18図、図版19)

いずれも埋土出土である。

須恵器(1・2): 1はへラ切り後、撫で調

整を施す杯である。底部に逆向きに「広」と

r.::tJ の墨書がある。 2はへラ切りで台周縁

部に撫で調整を施す台付杯である。底部に「茂」
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H8図 S 1 1629竪穴住居跡出土遺物

が接合した形を呈する土取り 穴となる。

S K 1631-1636、SK1640土取り穴(第20図、図版9・10)

の悪書がある。

S K1528土取り穴 (第19図)

調査区南部の地山腐植土層面で

検出された。平成 9年度の第70次

調査で東側が検出されており、ム

ロ|会容が検出された。平面形は長

径4.3mx短径3.1m、深さ1.0mの

瓢箪形の土坑と、長径3.2mX短径

2.6m、深さ1.2mの楕円形の土坑

調査区中央部から南部にかけて検出された土取り穴群である。土取り 穴の掘込みは、径 2m""'-'8m

の円形または楕円形の規模の土取り穴が連続したもので、底面は約50cm""'-'1.5mの高低差で、凹凸がある。

土取り穴の範囲は西側が調査区外で不明であるが現状で、は東西16m以上×南北30m、深さは地山腐植

粘土層面から40cm""'-'1.8mとなっている。土取り穴壁面には全域に工具の幅約20cmの鋤の痕跡が残っ て

いる。発掘区外の西側へ連続し、沢筋を利用した大規模な土取り穴群を構成するものと考えられる。

S K 1631出土遺物 (第21・22図、図版20""'-'23)

1""'-'3は埋土上層、4""'-'34は埋土中~下層出土である。

須恵器 (1 ""'-'27) : 1はへラ切り後、撫で調整を施す杯である。2、3はへラ切りで台周縁部に撫で

調整を施す台付杯である。 4""'-'14はへラ切り後、撫で調整を施す杯である。10は外面体部に油煙が付

している。11は内面底部に漆紙が付着しており、 左文字で「 麻呂爆 J r 口

拾 J r春 威拾口J r脊米連日大口 」の文字が認められる。出挙関係帳

簿と考えられる。12""'-'14は外面底部にそれぞれ「ー」、「二」、「米J の墨書がある。15""'-'20はへラ切り

で台周縁部に撫で調整を施す台付杯である。20は外面底部を硯に転用 している。21""'-'25はへラ切り後、

井部に撫で調整を施す蓋である。25は内外面に漆が付着 している。26は天井部切り離し後、丁寧な

撫で調整を施すため切り離し不明な蓋である。焼成時天井部に火ぶくれを起こしている。27は愛であ

る。外面は体部上半に ロクロ利用のカキ目調整を施す。体部下半にはタタキ痕が認められ、その後縦

方向の手持ちケズリ調整を施す。内面は体部下半にあて具痕が認められ、底部は撫で調整を施す。

赤褐色土器 (28""'-'30):すべて糸切り無調整の亦である。

瓦 (31・32):いずれも格子目 平瓦の破片である凹面には布目が残り、凸面には格子目のタタキ痕が

認められる。

土錘 (33・34):いずれも大型の土錘の破片である。

-16一
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S K1632出土遺物 (第23図、図版22)

須恵器 (1"-'3):1はへラ切り後、丁寧な撫で調整を施す杯である。2はへラ切り後、撫で調整を

施す杯である。3は葦で天井部切り離し後、丁寧な撫で調整を施すため切り離しは不明である。内面

井部を硯に転用している。

1 ( 7 -816) 
2(7-817) 

第23図 S K1632土取り穴出土造物

3 ( 7 -818) 

1: 3 IOcm 

S K 1634出土遺物 (第24図、図版22)

須恵器 (1"-'3): 1、2はへラ切り後、撫で調整を施す杯である。 2は底部に「生」の墨書がある。

3はへラ切りで台周縁部に撫で調整を施す台付土不である。

赤褐色土器 (4・5): 4は糸切り無調整の杯である。5は護の破片である。外面は体部下半に撫で

調整を施す。 内面はわずかにハケ目調整痕が認められ、帯状に炭化物が付着している。底部切り離し

は回転糸切りである。

S K1640出土遺物(第25図、図版23)

須恵器(1):へラ切り後、軽い撫で調整を施す杯である。底部に「厨」

の皐書がある。

¥νJ 
2 ( 7 -820) 1 ( 7 -819) 

4 (7 -822) 

第2tJ[河 S K 1634十取り穴III土造物

S K1637土坑(第26図)

3 (7 -821) 

1: 3 10胴

¥ 
1 ( 7 -824) 

調査区南東部の地山腐植粘土層面で検出された。平面形は長径2.4mx II  I I I I 
第25図 S K1640土取りア

短径1.2m、深さ10cmの楕円形の土坑で、ある。 出土造物
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S K1638土坑(第26図)

調査区南東部の地山腐植粘土層面で検出された。平面形は長径3.0mX短径90cm、深さ48cmの瓢箪形

の土坑である。

S K 1639土坑(第 3図)

調査区東部の地山腐植粘土層面で検出された。平面形は長径2.6mX短径1.4m、深さ14cmの楕円形

の土坑である。

S K 1641土 坑(第27図、図版11)

調査区北部の明褐色粘土層面で検出された。平面形は長径2.5mX短径90cm、深さ20cmの不整楕円形

の土坑である。
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第26~ S K1637・1638土坑

S K1642土坑(第28肉、関版11・
、

ω 備 区北者問褐色粘土⑧ 勺
、、
てて1

一時れた平即時 @ 
てtJ4I 2HA 1 径90cmX短径65cm、深さ30cmの

マ/
椅円形の土坑である。埋土から

漆膜が出土した。 。 2m 1 : 60 

S K 1642出土遺物(第29図、住
第28図 S K 1642土坑

版23)

漆膜(1):埋土から出土した漆膜である。径約14cm前後

の漆容器(曲物)側板に付着した漆の膜だけが遺存したも
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第29図 S K1642土坑出土遺物



⑧ 

のと考えられる。曲物の側板に付着していた面には桜樺で綴られた痕跡とケピキの痕跡が認められる。

S K 1643土坑(第30図)

調査区北部の明褐色粘土層面で検出された。南側が撹乱より

ご1

m
i
l
l
 

円
ζ

1 : 60 

第30図 S K 1643土坑

である。裏金は一部破損している。

削平され全容は不明であるが、現状では長径1.5mX短径64cm以

上、深さ50cm以上の楕円形の土坑で、ある。
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第31図 S B316堀立柱建物跡
南西隅柱の掘り方東側ピット
出土遺物

S B316南西隈柱掘り

方東側ピット出土遺

物(第31図、図版23)

金属製品(1): S B 

316掘立柱建物跡

南西隅柱の掘り方東

側のピット埋土から

出土した銅製の丸鞠

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序

第73次調査では調査区北東部で遺物の包含層の堆積が認められたが、調査区北西部、調査区中央か

ら南部にかけては削平により遺物包含屑の堆積は認められなかった。調査区内での層位は以下のよう

である。

第1層 表土:現表土と近年の畑地の耕作土及び第21次調査時、第70次調査時の埋め戻しム。

第2層 旧耕作土:I日畑地の耕作」ー。

第3層 明褐色粘土層 :調査区北東部に堆積した古代の遺物包含層。SK 1641 '"'-' S K 1643の検出山。

地山飛砂・地山腐植土層 :調査区北側は浅黄色砂の飛砂が地山 となっており、調査区中央から南側

は黒褐色を呈する腐植した粘土が地山となっている。SB316、SB307、S1 1626'"'-' S 1 

1629、S K1528、SK 1631'"'-' 1640の検出面。

各層出土遺物

O表土・表採・旧耕作土出土遺物(第32図、図版23・24)

須恵器(1 '"'-' 10) : 1はへラ切り無調整の杯である。内面を硯に転用している。2'"'-'6はヘラ切り後、

撫で調整を施す杯である。2は内面底部に漆膜が、 5は外面に炭化物が付着している。 3'"'-'6は底部

にそれぞれ「米カ」、「官」、「厨カ」、判読不能の文字がある。7、8はへラ切りで台周縁部に撫で調整

を施す台付杯である。外面底部を硯に転用している。9は杯の体部、 10は底部の破片である。9は判

読不能の、 10は「司」の墨書がある。

瓦(11):格子目丸瓦の破片である。凸面には格子自のタタキ痕が認められ、凹面には布目が残る。
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0第3層出土遺物 (第33図、区|版24)

須恵器(1):へラ切りで台周縁部に撫

で調整を施す台付杯である。

石製品(2):泥岩製の提砥石である。

部に穿穴があり、 5面を使用している。第33図第3層明褐色粘土 造物
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E 第 76次調査

1 )調査経過

第76次調査は、大畑地区中央部を対象に、平成12年 8月29日から11月29日まで実施した。発掘調

面積は745rrf(226坪)である。調査地は政庁から外郭東門に至る聞の区域にあたり、 一昨年度の第72

次調査地とは北に隣接している。調査地北西側の第33次調査や、北側の第72次調査、第75次調査では、

回立柱建物跡や竪穴住居跡、鍛冶工房跡、柱列跡、土取り 穴跡等を検出している。調査地は旧高清水

小学校跡地で、現地形は校舎解体後に平坦に整地され、雑木の生える荒れ地となっていた。

調査は前年度に続き、建物群をはじめとする遺構の広がりや利用状況の把握を目的として実施した。

まず雑木の伐採及び抜根作業を行い、その後調査区の設定を行った (8月29日"-'9月4日)。

表土除去作業を調査区西側から開始した。調査区のほぼ全域には表土が小学校造成時の造成土と旧

耕作土からなり、 厚さは1Ocm "-'60cmと調査区南側にいくにつれて厚く堆積していた。調査区西側では

旧耕作土直下で近 ・現代の土取り穴撹乱の埋土が厚く堆積していた。調査区西側が近代の土取り 穴撹
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乱であることが判明したため、この土取り 挿図3

穴埋土の除去作業と、併行して調査区東側

の表土除去作業と撹乱穴埋土除去作業を行っ

た。また、調査区を南側に拡張し表土除去

作業を行った (9月5日"-'10月10日)。

調査区全域に平面実測用の遣 り方を設置

し、調査区西側から平面実測を行った。ま

た、土層観察用ベルトの写真撮影、断面実

視IJを行い、終了したものから除去していっ

た。それと併行して調査区東側、南側の遺

構精査を行った(10月11日"-'10月27日)。調

査区東側、南側の遺構精査が終了した時点

で、各遺構の検出状況についての全景写

撮影を行った(10月18日"-'10月19日)。調査

ヌ南側に遺構確認のために幅 1mのトレンチ

を設定したものの、遺構は確認できなかっ

た (11月 1日)。調査区南側に厚 く堆積して

いる暗褐色土層を除去し黒褐色砂層を確認、

S D1644を検出した。暗褐色土層除去作業

終了後、調査区南側で写真撮影、 平面実演IJを行った(11月6日"-'11月13日)。

挿図4

(DAKR76) 

調査区全域の航空写真撮影を行い(11月14日)、その後調査区南側に関して補足調査を行った。黒褐

色砂層を除去し地山飛砂層を確認、ピットを10数基検出し、調査区南側の検出状況についての写真撮

影を行った後、平面実浪IJを行った(11月15日"-'11月20日)。調査区南側での建物プランの組み合いを検

討したが判然とせず、遺構の検出はできなかった (11月21日"-'11月24日)。

発掘調査機材の整備、 清掃等を行い調査を終了した(11月29日)。
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2)検出遺構と出土遺物

S D1644溝跡(第35図、図版16)

調査区南部の包含層面で検出された。幅22cm"-' 39cm、深さ14cm、長さ1.4mの溝跡で、ある。溝の方向

はほぼ東西方向である。

近・現代土取り穴出土遺物 (第36図、

版25)

調査区の西側で検出された、近 ・現代の

取り穴埋土から古代の遺物が数点出土し

た。

須恵器(1):糸切り無調整の杯である。内

面を硯に転用しており、底部に「城J の

の3ある。

て一 ヱ
1 ( 7 -840) 

⑨ ァヲ
2 ( 7 -841) 

第36図 近 ・現代土取り 穴出土遺物

主ク
3 ( 7 -842) 

¥ : 3 

赤褐色土器(2・3):いずれも糸切り無調整の杯の破片である。2は底部に判読不能の墨書があり 、

3は内面に漆膜が付着している。

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序

第76次調査では調査区南部で遺物の包含層の堆積認められたが、調査区北側から中央部にかけては

削平によ り遺物包含層の堆積は認められなかった。調査区内での層位は以下のようになる。

第 1層 表土 ・造成土 :現表土と小学校造成時の造成土。

第 2層 旧耕作土:小学校造成以前の畑地耕作土。

第 3層 暗渇色土層 :調査区南側に堆積する。赤褐色土器の小破片がわずかに出土したが、この面

での~ï代の遺構は検出されず、 校舎の基礎が検出された。 小学校造成時の造成土の可能性

もある。

第4層 黒褐色砂層 :調査区南側に堆積する、 背代の遺物包含層。SD 1644の検出面。

地山飛砂層 :調査区全域は浅黄色砂の飛砂が地山となっている。

0表土・表採・旧耕作土出土遺物(第37図、

肉版24)

須恵器(1・2): 1は天井部へラ切り後、

撫で調整を施す蓋である。内面を硯に転

してる。 2はへラ切り後、撫で調整を施す

杯である。底面に判読不能の墨書がある。

1 ( 7 -843) 

命-鶴

-28-

3 ( 7 -845) 

65i 

第37図 表土 ・表採 ・旧耕作出土遺物

車問〆

¥ : 3 ¥白m

¥Ocm 



銭貨(3):照寧元宝(初鋳年1068・北宋)の銅銭である。

0第4層出土遺物(第38図、図版24)

赤褐色土器(1"'"'4):1"'"'3は糸切り無調整の杯である。4はヘラ切り無調整の柱状高台皿である。

石製品(5):凝灰岩製の石錘である。

¥三
1 ( 7 -846) 2(7-847) 

¥ -主ヲグ 只ミ亡萱アク
3 ( 7 -848) 

第38図第4層黒褐色砂層出土遺物
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N ま と め

第73次調査検出遺構の年代と配置について

第73次調査は、政庁から外郭西門に至る問の焼山地区北西側における掘立柱建物跡群の追究を含め

た遺構の広がりや、利用状況の把握を目的に実施した。調査の結果、再検出の掘立柱建物跡3棟、竪

穴住居跡 1軒の他に、新たに掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡4軒、溝跡 1条、土坑 7基、土取り 穴群

を検出した。

焼山地区中央部における大規模な掘立柱建物跡群については、新たに 1棟を検出したことにより建

物群の配置がより明確になった。また、調査区西側で大規模な土取り 穴が検出されるなど、新たな利

用状況も明らかになった。

今次調査地の各遺構については、地山飛砂層や地山腐植粘土層面検出が多く検出層位などからの時

代区分は困難であり、可能な範囲で年代に触れてみたい。また、焼山地区の掘立柱建物群についても

既調査の成果もふまえて、考察を加えてみたい。

1 )各遺構の年代について

調査区中央南半で検出された大規模な土取り穴については、第70次調査で検出された SK 1525'"" 1528 

土取り穴群(註 1)と埋土の比較をすると、第70次調査で検出された土取り 穴群の埋土には共通した

褐色土を主体とする堆積土があり、また遺物がほとんど出土していない。今次調査で検出された土取

り穴群は大規模で共通した埋土がみられないこと、また比較的多くの遺物が出土し、その埋土下層か

らは扇平なツマミを持つ蓋が多く出土し、また胴中央部に最大径を持つ広口査が出土している。赤褐

色土器杯類は糸切り無調整の小型杯Aタイプ(註 2) がほとんどである。このことから、大規模な土

取り穴群は 8世紀'""9世紀にかけて徐々に埋まっていったものと考えられる。

調査区北側で検出された S1 1627竪穴住居跡は埋土及びカマド周辺から土師器、 須恵器が出土して

おり、赤伺色土器類が供伴していないことから 8世紀第 3四半期頃の年代が考えられる。また住居の

墜がほぼ同じ方位で、北西に振れる S1 1626、S1 1629、S1 1629についても S1 1627と同時期のも

のと考えられる。

調査区北側で検出された SB316については1.2mX2.0mの円形で、 建物方位桁行が北で約 6度西に

振れる。平成 8年度第66次調査考察における焼山地区掘立柱建物の分類(註 3) において 8世紀に位

置づけられている B類掘立柱建物群はほぼ同位置での建て替えが確認されており、さ らにB群のなか

で2時期の変遷があり、細分される可能性が示唆されている(註4)0SB316は規模が縮小され、ま

た建物方位もSB314とは異なり、これよりも新しい建物であることから、 B類では後半のものと考え

てみたい。

S B 1625については総柱建物であること、掘り方の規模などから第70次検出の SB 1512と第66次検

出の SB 1451 (註 5)との検出事例から、第21次調査検出の SB 313 (註 6) と連続する並倉のような

-30-



構造を持つ建物跡と考えられるが建物の連続性や若干柱筋等が異なっていることから、若干の時期的

な相違も考えられる。 SB313は8世紀末'"'-'9世紀初め以降の年代に位置づけられていると考えられる。

S B 1625の堀り 方の大きさ、建物方位等から C類では後半に位置づけられるものと考えたい。

2)焼山地区掘立柱建物群の配置

焼山地区掘立柱建物群については第66次調査、第70次調査考察でA'"'-'D類の分類を行い、 B類と C

類が一定の規則的配置に基づく掘立柱建物群を構成することを述べている。

B類掘立柱建物群については、南北方向に 3棟が間隔をおいて列をなし、それが 2列に並列する建

物配置が裏付けられている。並列して配置される SB314とSB 1513との関係から、 SB316に並列し

て存在する SB 1513と重複する建物の存在が考えられるが、調査区域外であり今後の発掘調査の成果

が待たれる。

C類掘立柱建物群については、 新に SB 1625が検出されたことにより、大規模な土取り 穴を囲むよ

うに西側へのプランが展開されることが判明した。

調査地北側では外郭北側の区画施設を追究したが、築地等の区画施設は検出されなかった。今後さ

らに北側での調査を待たなければならないが、僅かながら瓦を含んだ崩壊土状の土壌が一部検出され

た。周辺には土手状の高まりも一部見られるものの、後世の耕作による築地塀削平の可能性も考えら

れる。

焼山地区掘立柱建物分類表

類
建 物 規 4莫

柱掘り方規模 柱痕跡 建物方位 該当建 物 備 考 i

梁問 桁行

直径1.5m"'2.0mの円 直径t10cm'" 真北 S 81029 南北棟総杵

A 
3問 7間以上 形または1.4m"'1. 8m 50cm 

の不整形 [8世紀第2四

半期頃〕

1辺1.0m"'2.0mの方 直径30cm'" N1
0

"'3
0 

S 8314、022、 -南北棟

2問"'3間 5問"'7問 形または直径1.5m'" 40cm W 023、1207、1208、 -群を構成

以上 2.0mの円形 1513 -南北方向に

(S 01458) 10m"'16mの

B 間隔で列をな

す

. 2列に並列す

る形をなす

ーーーー一一一一一ー一一 ーーーーーーーーーーーー ーーーーーー一一一一一一一一一一一一一ー一一トー一一ーーーーー一 一ーー ー一一ーー一一ー一一一一 一一一一一一一ー一一ーー一一一 [8世紀代]
11 11 11 11 11 S 8316 

直径50cm'"140cmの円 直径20cm'" ほぼ真北か S 8313、1499、 .8類よりも建

2問 2問"'7問 形 25cm N20 "-'4。 1450、1451、 物規模小

C 
E 1512、1625 -総柱建物

(S ̂  1453) -並倉構造

[8世紀末-9
世紀初頃〕

直径22cm'"70cmの円形 直径20cm NI
O

"-'5
0 

S 8315、318、 .c類よりもさら

W 1148、1452 に建物規模小

D -恨IJ柱タイプ建物

-規則性なし

[9世紀以降〕

1
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第39図 焼山地区北部・中央部主要遺構配置図

註 1 r秋旧城跡平成9年度発掘調査概報J 秋田市教育委員会 1998年

註 2 赤褐色土器の呼称、と杯A.Bの分類については、酸化炎焼成、 非内黒、ロクロからの切り離 し

が回転、静止糸切りのものを赤褐色土器とし、士不類の底部から体部下端および下半にかけてケ

ズリ調整を施すものを杯B、無調整のものを杯Aとしている。

註 3 r秋田城跡平成8年度発掘調査概報J 秋田市教育委員会 1997年

註 4 註 3まとめ

註 5 i主3

註 6 r秋田城跡昭和52年度発掘調査概報J 秋田市教育委員会 1977年
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V 秋田城跡環境整備事業

平成12年度の整備 (鵜ノ木地区第 1次18ヶ年計画)

、11成12年度の整備は、鵜ノ木地区中央(5)の整備として、建物跡の平面表示および柱列の表示等を行っ

た。

1 ) 造成計画

何度の警備地は、土取りによ

り南側が急傾斜地の指定を受ける

ほど後世の改変が加えられたと」

ろの東側にあたり、今回表示する

」ととした建物跡部分を一部含め

た南側も削平により失われていた。

そこで、この地区全体で、行って

きた地形復元を今回も行なった。

ただ、今回整備を行った南側には、

後世の土取りによる改変地である

ということを利用した公衆 トイレ

(便所スペース30.04rrf.休憩ス

ペース22.50rrf)及び付随する外

構施設がある ことから、地形復フじ

は建物表示より 3m南側までの位

置とし、 その先に法面を設け公衆

トイレ設置面のレベルに合わせる

こととした。(第 1図)

また、環境復元の一環である植

庄復元と して花粉分析等から判明

している黒松(C=0.3、W=2.0、 第 1図 外事1)東門 ・鵜ノ木西地区整備平面[;(

h =4.0m)を植栽した。これは、北側の地形復元した ところから見たと き、南側に緑の群を見せるこ

とにより削平された部分の地形を、 盛土をしなくても続いているよ うに見せる効果をねらったもので

ある。
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2) 園路整備

公衆トイレ外構部から整備地までは園路を設けたが、従来の園路舗装は、整備材料については極力

一次材を用いるという本史跡においてのコンセプトから、砕石舗装[路盤C-40・t=O.lm、S-5・

S -13・t=O.05m (転圧後寸法)、スクリーニングス・ O.6m3/100rrf]としていたが、経年変化によ

る表面処理材(スクリーニングス)の飛散、流失による歩きづらさ等に対処するため、今回は、試験

的に火山磯洗い出し舗装[路盤C-40・t=O.lm、遮断層 (山砂)・ t=O.03m、火山磯洗い出し ・

t =O.06m]を採用した。(第 2区|・図版 1)この舗装の特徴としては、参考値ではあるが衝撃吸収性

(G B係数22.9%)、反発弾性 (SB係数2.5%)が土とほぼ同じであり、足や膝に対する負担が少な

く、また自然の色調に近いこと、凍結 ・降水時-のノンスリップ効果が期待できることなどである。
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の概要は次のとおりである。

》包地lヌ 鵜ノ木地区中央(5)

実施面積 670nf 総事業費 20，000千円

工 種 種別 系田 目 数量 金額(千円) 備 考

敷地造成工 土工 1式 1，985 切・盛土(山砂、赤土)

法覆工 1式 362 法面整形・人工芝 (221nf)

闇路広場工 排水二仁 " 340 300型U型側溝 (56m)

舗装工 " 229 火山磯洗い出し舗装 (39nf)

階段工 " 1.002 米ヒバ特 1丸棒加工材 ・防腐加工済材

建物跡表示(1棟)

遺跡表示工 表示工 1式 5，279 柱列表示 (5本)

表示用石柱 (3基)

上木植栽工 1式 323 黒松

植栽工 下木 " " 542 ニシキギ ・ドウダンツツジ・サツキ(大盃)
修景施設工

生垣 工 " 578 マサキ 3本/1m (52m) 

芝工 種子 吹付 320nf 53 自クローバー ・ベントグ、ラスハイランド -ケンタッキーブ
/レーグラス

直接工事費計 10，693 

3) その他の整備

建物の平面表示 ・住列表示に用いる柱の保存処理薬剤については、 AQ(木質建材等承認推進事業)

表示のACQ.AAC等で行いその経年変化を比較しているが、 今回は新たに樹脂注入 (ユリ ア ・エ

チレン系)の処理を行ったものを使用 した。
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図版 2 平成12年度環境整備完成写真(東から)

1;;<1版 3 平成12年度環境整備完成写点(丙から)
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図版 1 第73次調査航空写J'I(上 :北)
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第73次調査区 南側遺構全景(検出状況) (東から)

第73次調査区 北側遺構全景(重複関係上位遺構検出状況)(東から)

図版2 oo 
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第73次調査区 北西側遺構全妓 (検出状況)(南から)

第73次調査区 南側遺構全景(東から)
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第73次調査区 北側遺構全景(重複関係下位遺構)(東から)

第73次調査区 北西側遺構全景(南から)

図版4 -40-



B316掘立柱建物跡(南から)

S B316掘立柱建物跡柱掘り方断U

1
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性 図版5



図版6
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11626竪穴住!万跡

(西から)

11627竪火性脳跡

(西から)

図版7

11627竪穴住居跡、カマド

(西から)
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助:

11628竪穴住府跡

(東から)

11629竪穴住肘跡

(北から)

図版8



一取り穴群(東から)

:)f~ り穴群(南から)
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一取り穴群断面 (東から)

日取り穴群断面(南から)
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K1641土坑 (東から)

K1642土坑 (東から)
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K1642土坑漆!蝶出土状況

B 316jht:立柱建物跡南西|判柱の掘り方東側ピ ット 丸納H¥土状況

図版12 -48-



第76次調査区 北側遺構全長(束から)

' ・ - /

'. 九 .

， : 

第76次調査区 南側遺構全景(最上屑面検出状況) (束から)
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第76次調査区 南制IJ造構全景 (重複関係上位遺構検出状況)(東から)

第76次調査区 南側遺構全景(重複関係下位遺構検出状況) (東から)
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第76次調査区 北西側

近 ・現代土取り穴群

(北から)
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S D1644構跡 (南から)

S D1644溝跡西側断山

(東から)

S D 1644溝跡東側断

(東から)
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羽
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土

八
四
号
木
簡
(
干
支
棒
木
簡
)
の
再
検
討

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

τ三=・
JO!. 

= 

孝

は
じ
め
に

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九

O
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
秋
田
城
第
五

E
次
調
査
で

は
、
秋
田
城
の
外
郭
東
門
跡
を
は
じ
め
、

そ
れ
に
と
り
つ
く
築
地
塀
、
布
掘
り
溝

等
の
外
郭
施
設
、
掘
立
柱
建
物
跡
、
竪
穴
住
居
跡
、

そ
れ
に
木
筒
、
漆
紙
文
書
が

大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
大
規
模
な
土
取
り
穴
が
検

さ
れ
た
。

こ
の
土
取
り
穴
か
ら

は
、
延
暦
十
年
、
延
暦
I

寸
三
年
の
年
紀
を
も
っ
木
簡
の
ほ
か

か
ら
は
天
.
平

下

宝
字
三
年
具
注
暦
漆
紙
文
書
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
資
料
は
、

『秋

田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要

H

秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
日
』

(秋
田
市
教
育

委
員
会
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
)

そ
の
中
の
木
簡
の
一
つ
、

ノ
四
号
木
簡

(玄

1
)
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
木
簡

で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
報
告
書

で
は

「十
干

一支
の
組
み
合

わ
せ
で

一
面
に
I

寸
組
?
。
七
面
に
面
取
り
、
う
ち
三
面
に
穿
孔
。
棒
状
」
と
解
説

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
角
住
の
棒
状
木
簡
で
あ
り
、

そ
の
面
に
は
い
ず
れ
も

干
支
が

か
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
す
入
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

O
従
来
の
釈
文

(・

は
穿
孔
)

①
甲
申

・
乙
酉

・
丙
戊

・
丁
亥

・
戊
子

②
 

丑

・
庚
寅

・
辛

卯

・
壬
口
・
口
巳

-
(
干
支

(未
解
説
))

③
 

④
巾

⑤
球
大
升

⑥

(干
支

(未
解
読
))

⑦

(
こ
の
面
に
つ
い
て
は
干
支
か
ど
う
か
不
明
)

(干
支

(未
解
読
))

乙
丑

丙
寅

庚
午

壬
申

丁
卯

辛
未

笑
酉

戊
辰

己

ι

巾
員

丙
辰

戊
午

庚
申

辛
酉

成

乙
卯

丁

U

...， 
u 

本
木
簡
が
ど
の
よ
う
な
円
的
で
作
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

体
的
な
用
途
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
釈
文
に
あ
る

X
の
記
載
順
も
、

A

ひ
と
つ
法
則
性
に
欠
け
る
よ
う
で
あ
る
。

本
木
簡
は
、

一
九
九
八
年
度
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
よ
り
複
製
品
の
作
製

が
行
わ
れ
た
が
、
筆
者
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
所
蔵
者
の
秋
出
城
跡
調
査
事
務
所
と
、

釈
読
を
相
当
さ
れ
た
.WT
川
南
氏
の
許
可
を
得
て
、
本
木
簡
の
再
調
査
を
お
こ
な
っ

-86-
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た
本
木
簡
は
、
材
の
腐
蝕
が
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
墨
の
遺
存
状
況
が
き
わ
め
て

悪
か
っ
た
た
め
釈
読
は
凶
難
を
極
め
た
が
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
詳
細
な
観
察

の
結
果
、
従
来
の
釈
文
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
釈
読
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
新
た
に
得
ら
れ
た
釈
文
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
本
木
簡
が
も
っ

意
義
に
つ
い
て
若

の
考
察
を
試
み
る
。

形
状

先
形
の
株
状
木
簡
で
、

七
出
に
一白
取
り
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
三

面
に
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る

(う
ち

面
に
十
カ
所
、

面
に
九
カ
所
)
。



|京11 84号木簡写真 (赤外線カメラ)
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一、
釈
文

再
調
査
の
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

で
赤
外
線
カ
メ
ラ
を

F
い、

ま
ず
、
本
木
簡
に
は
各
面
ご
と
に
」
l

の
干
支
が
霊苦
か
れ
て
い
る
、
と
想
定
し
た

し
て
画
面
に
映
し
、
各
部
分
の
写

撮
影
を
行
っ
た
。

支
が
重
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
所
を
拡
大

文
字
の
あ
る
部
分
を
拾
い
出
し
、

画
部
分
だ
け
を
ト

レ
ー

ス
し
た
。
こ
の
時

で
き
あ
が
っ
た
写
真
か
ら

だ
け
で
は
き
わ
め
て
不
鮮
明
な
の
で
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
り
映
し
出
さ
れ

写ト
レ
ー

ス
作
業
を
行
っ
た
。
そ
し
て

終
的
に
、

た
実
際
の
木
簡
の
テ

レ
ビ
画
像
を
随
時
観
察
し
な
が
ら
、

字
画
部
分
を
特
定
し
、

ぎ
合
わ
せ
、
全
体
の
見
取
り
一尚
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
作
業
を
、
第

一
面
か
ら
第

七
面
ま
で
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
、

込

2
の
よ
う
な
見
取
り
一泊
が
完
成
し
た
。
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再
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
釈
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
口
口
・
口
口
・

丙
寅

・
丁
卯

・
戊
辰

・
口
口
・

庚
口
・
口
口
・

②
口
口
・

乙
口
・
口
子

・
口
口
・
口
口
・

③
口
口
・
口
口
・

丙
成

・
丁
口
・
口
子

・

④
口
午

⑤
口
口

⑥
口
口

⑦
口
口

O
新
釈
文
(
「

・
」

は
穿
孔
)

ト
レ
ー

ス
し
た
各
部
分
を
つ
な

乙
未

丙
申

乙
口

口

口
卯

口
口

口
口

口
口

口
・

庚
口
・

岬-
・
庚
寅

・

丁
酉

戊
戊

庚
子

→-
A 

丁
未

戊
申

口
口

口
口

口
口

未

庚
申

口
口

口
口

戊
辰

庚
口

口
口

今
回
、

七
面
の
す
べ
て
に
文
字
が
確
認
で
き
、ヘ

p

-
c
p

-

J

F
Jj
T
'
Iし

し
か
も
、
原
則
と
し
て

一
面
に

ハ
面
目
は
九

干
支
し
か

か
れ
て
お
ら
ず

十
の

干
支
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
た

口
・
口
酉

・

巳

・
壬
F

笑
未

卯
・

壬
辰

・
口
口

口
口

壬

{員

法
大
口

口
口

法
大
口

口
酉

壬
成

口
口

壬
申

口
酉

五
面
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一
つ
干
支
が
脱
落
し
て
い
る
)
。
し
か
も
、
釈
読
で

き
た
干
支
の
文
字
か
ら
、
判
読
不
明
な
部
分
の

か
ら
「
笑
亥
」
ま
で
の
六

た
だ
し
本
木
簡
は
七
両
あ
り
、

又
を
推
定
し
て
い
く
と
、
「
甲
子
」

X
が
、
順
番
通
り
に
並
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

面
に
十
干
支
ず
つ
書
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば

面
に
は
も
う

度
「
甲
子
」

a

ノ
面
で
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
残
り
の
一
面
を
検
討
す
る
と
、
残
り
の
一

か
れ
て

か
ら
「
笑
酉
」
ま
で
の
最
初
の
十
干
支
が

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
木
簡
は
、
本
来
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
と
推

定
で
き
る
。



O
推
定
釈
文
(
「
・
」

は
穿
孔
)

①
甲

・

乙

丑

・

丙

寅

・
丁
卯

・
戊
辰

・
一

②
甲
戊

・
乙
亥

・
丙
子

・
丁
丑

・
戊
寅

・

③
甲
申

・
乙
酋
・
丙
戊
・
丁
亥

・
戊

④
甲
午

⑤
甲
辰

⑥
甲
寅

⑦
甲
子

巳

・
庚
r

未

卯
・

庚
辰

「巳

丑

・
庚
寅

・
辛
卯

乙
未

丙
申

辛

戊
戊

亥

庚

丁
酉

辛
亥

乙
巳

丙
午

酉

丁
未

庚
成

戊
申

笑

乙
卯

丙
辰

酉

壬
戊

戊
午

未

庚
申

丁

乙
丑

丙
寅

巳

庚
午

丁
卯

戊
辰

以
上
の
よ
う
に
全
体
の
釈
文
を
推
定
し
た

申

・
球
大
商

午

・
笑
未

辰

・
笑
巴

'員

波
大
卯

申

笑
酉

で
、
今
度
は
、
見
取
り
図
で
字
岡

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
も
、
推
定
し
た
文
字
を
割
り
付
け
て
い
っ
た
。
そ

の
際
、
一送
2
で
確
認
で
き
た

支
の
文
字
を
使
用
し
て
、
字
画
の
確
認
で
き
な
か
っ

込

3
で

た
部
分
に
割
り
付
け
て
い
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
の
が
、

あ
る
。

ふ
!
7
M
l
i
-
-z
y
h
z

次
宋
守

0
・人

ン
タ
ル

y
古手

'i

カヨ一。

L
Y97vh叩

し
印
'
舟
手
一
G
E
六
日十

三
五
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三
、
文
字
の
割
付

こ
の
干
支
棒
木
簡
を

細
に
観
察
す
る
と

の

「
甲
子
」

支
の
初
め
の
方
の

行

(
①
)
か
ら
「
巾
申
」

(③
)
の
行
ま
で
は
作
り
が
丁
寧
で
、
穿
孔
も
き
ち
ん
と

あ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
「
甲

4
」
の
行
(
④
)
以
降
に
な
る
と
作
り
方
が
粗
雑
に
な

り
、
穿
孔
も
あ
け
ら
れ
ず
、

の
文
字
配
置
も
次
第
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
も

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「甲
一反
」
の
行

(⑤
)
と
「
甲
寅
」
の
行
(
⑥
)
な

ど
は
、
文
字
の
割
付
を
間
違
え
た
た
め
か
、

干
支
が
九
つ
ま
で
し
か
す苦
か
れ
て
お

ら
ず
、
「
壬
子
」
や
「
笑
亥
」
は

か
れ
て
い
な
い
。
穿
孔
の
意
味
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
が

ひ
と
つ
に
は
文
字
の
割
付
の
際
の

安
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
本
木
簡
の
性
格

-83-
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従
来
の
釈
文
で
は
、

干
支
の
記
載
順
に
法
則
性
が
見
出
せ
な
か
っ
た
た
め
に
本

木
簡
の
性
格
付
け
が

難
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
再
検
討
し
て
み
る

と

入は
単
純
な
こ
と
に
、

干
支
の
記
載
順
は
六
イ

支
の
順
番
通
り
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
定
で
き
た
。

で
は
、
本
木
簡
の
用
途
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
秋
田
城

跡
調
査
事
務
所
の
日
野
久
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
本
木
簡
と
き
わ
め
て
類
似
す

る
も
の
と
し
て
、

カ
っ
て
菅
江
真
澄
が
紹
介
し
た

ハ
方
柱
」
と
い

又
六
十
点

う
も
の
が
あ
る
。

澄
の
『
さ
く
ら
が
り
』

(文
政
七
年
〈
一

j
L
内〉
)
に
よ
れ
ば
、

「
文
化
イ
阿
年
の
夏
、
脇
神
村
の
枝
郷
に
小
勝
田
村
(
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
)
の
首

岸
、
米
代
川
の
へ
た
う
ち
崩
れ
て
大
な
る
家
出
た
り
。
機
の
具

・
絡
枠
・
箱

・
櫛

・

苧
笥

・
槌
な
ど
出
た
る
中
に
、

菅
江
一

ノ
角
な
る
木
の
長
さ

一

一
寸
六
分
な
る
に
支



六
十
字

イ
て
、

一字
の
問
ダ
ご
と
に

7
あ
る
幣
串
の
ご
と
き
も
の
出
た
り
。
此

事
考
て

一
ト
巻
と
せ
り
」

と
あ
り
(
註

1
)
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
化
十

年

ノ
一
七
)
、
小
勝
田
村
(
北

秋
田
郡
鷹
巣
町
)

で
米
代
川
の
川
岸
が
崩
れ
て
、
出
現
し
た
埋
没
家
屋
か
ら
、

イ

支
を
書
い
た
長
さ

一
寸
六
分
の
八
角
の
棒
が
出
土
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
(
玄

4
)。
米
代
川
流
域
に
は
こ
の
よ
う
な
埋
没
家
屋
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
十
世
紀
代
に
お
こ
っ
た
シ
ラ
ス

軽

)
洪
水
が
原
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
(
菅
江
自
身
は
こ
の
家
屋
が
、

天
長

年

(『
日
本
後
紀
』
に
よ
れ
ば

正
し
く
は
天
長
七
年
〔
八

三

O
〕
)
に
み
え
る
出
羽
国
秋
田
の
大
地
震
に
と
も
な
っ

た
大
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
)
。
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ま
た
、

『
菅
江

澄
翁
画
』
所
載
の
図
版
解
説
に
よ
れ
ば

(註
3
)
、

「支

字
八
角
柱
、
長

パ

一
寸

分
。

1'¥ 

神
粛
の
具
と
見
え
た
り
。
子
祭
を
始
め
某
の

と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
し
む
る

」!
二
支

の
其

の
下
に

7
あ
り
。
其
日
は
其

円ノ
に
釘
を
さ
し
た
る
も
の
と
見
え
て
、

其
釘
の
折
レ
入
り
た
る
穴
あ
る
を
見
て
是
レ
考
ふ
。
な
ほ
人
の
考
へ
を
ま
た
む
」

と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
川
土
し
た
一十
支
棒
を
「
八
角
」
と
し
て
い
る
が
、
大
館
の
人
、

ー'sgノ

道
形

(

七
六
七
{
}

ハ
)
が

い
た

『
秋

千
年
瓦
』

(文
化

:J一年
七
月

/ 

執
筆
)

埋
没
家
屋
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、

そ
こ
で
は

「又
六

に
も
、

1'¥ 

角
に
削
た
る
木
に
十
干
J
1

二
支
を
書
た
る
物
の
出
た
る
に
、
亥
の
字
の
代
り
に
伊

子
を
用
い
し
と
や
」
と
記
し
て
お
り
、

こ
れ
を
六
角
柱
と
し
て
い
る
。
ま
た
菅
江

自
身
も
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
に
「
六
角
六
回
」
の
も
の
と
し
て
考
証
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
八
角
」
は
誤
り
で
、

「六
角
住」

の
方
が

し
い
の
で
あ
ろ
う
。
(九託

4 
そ
の

『
干
支
六
十
字
六
方
住
ノ
考
』
(註

5
)
で
、
菅
江
は
こ
の
干
支
棒
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
考
然
し
て
い
る
。

「六
角
六
面
の
木
に
十
干
十
二
支
六
十
字
を
記
て
、
甲
子

O
乙
丑

O
丙
寅

O
丁

卯

O
と

し
か
そ
の

-82-
( 5 ) 

一字
の
問
ご
と
に
六
方
み
な
か
ら
山
八
あ
り
。
そ
は
某
兄
、
某

弟
、
某
口
と
、
む
か
し
は
も
は
ら
記
せ
り
。

(
中
略
)
そ
は
そ
の
日
を
あ
げ
て
、
そ

の
簿
を
さ
し
て
し
ら
し
む
る
し
る
し
の
穴
あ
る
に
や
。
此
穴
の
数
六
十
あ
る
。
そ

が
中
に
、
木
の
尖
の
折
し
内
り
た
る
{/

ツ
有
る
を
も
て
此
よ
し
を
考
へ
り
。
し、

に
し
へ
、

甲
子
ノ
神
、
亥
子
ノ
神
、
チ
卯
ノ
神
な
ど
を
も
は
ら
祭
り
し
こ
と
あ
り

け
る
よ
し
。
甲
子
ノ
口
、
皮
中
ノ
目
、

巳
じ
ノ
日
、
笑
子
ノ
口
を
今
も
祭
る
事
あ

り

(後
略
)」

「此
六
角
ノ
木
の
頭
く
び
れ
て
あ
り
。
又
本
の
尖
た
る
は
、
末
に
白
麻
付
て
幣

と
し
神
に
と
り
奉
り
て
、
常
は
ム
υ
に
さ
し
て
神
の
御
前
に
居
る
も
の
に
や
。
な
に

に
ま
れ
、
神
競
る
具
な
る
ら
む
か
し
。

」

ま
ず
菅
江
は

こ
の
六
品
川
住
に
ム
ハ
十
千
支
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

干
支
の
下
に
山
八
が
あ
い
て
い
る
こ
と
カ
ら
、

こ
の
干
支
は
日
付
の
干
支
を
表
し
、

そ
の
日
そ
の
日
の
該
当
す
る
干
支
の
下
の
ん
八
の
所
に
、

J

(水
の
棒
)
を
突
き
さ



す
こ
と
に
よ
り
、

が
何
の

た
の
か
を
わ
カ
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
と

そ
の

推
定
す
る
。

つ
ま
り

見
表
で
あ
る
。

続
レ
て
菅
江
は
、
こ
の
干
支
棒
の
形
態
に
さ
ら
に
着

端
部
が
く
び
れ

し

て
お
り
、

が

m
nP
3

、

制
均
立
ロ
，
刀
バ

っ
て
い
る
こ
と
カ
ら
、
上
端
部
の
く
び
れ
た
と
こ
ろ
に

麻
の
幣
南
を
付
け
、

疋
し
て
、
神
前
に
供
え
た
も
の

は
台
の
よ
う
な
も
の
に

で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の

棒
は
、
何
ら
カ
の
祭
杷

で
は

な
レ
か
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

程
度
の
長
さ
の
六
角
柱
で
あ
る
こ
と
、

ず
つ
計
六
十
干
支

ノ¥

に
十
干

カミ

か
れ
て
い
る
こ
と
、

の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
穿
孔
が
あ
る
こ
と
等
、
形
態

的
な
特
徴
は
秋

城
跡
八
七
号

簡
と
酷
似
し
て
い
る
。
秋

城
跡

土
八
七
号

木
簡
は
、
菅
江
の
描
い
た

ノ」
l

字
六
方
柱
」
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

し
か
も
菅
江
に
よ
れ
ば
、
穿
孔
の
う
ち
の

一
つ
に
尖
っ
た

が
折
れ
て
入
っ
て

レ
た
と
レ
う
の
だ
か
ら
、
こ
の

簡
の
使
用
法
が
菅
江
の
言
う
よ
う
に

そ
の
日

そ
の

の
該
当
す
る
干

支

に
楊
枝
の
よ
う
な
細
い

を
突
き
刺
し
て
、

表
の
よ
う
な
使
い

を
し
て
い
た
可
能
性
は

分
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

後

で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
祭
肥
主
と
し
て
の
使

法
に

R
定
し
て
し
ま
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
秋
田
城
出
土
の

支
棒
木
簡
は
、

そ
の
日
が
何
の

X
に
w

た
る
か
を
知
る
た
め
の

早
見
表
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
膨
大
な
情
報
を
も
っ

注
暦
の
う
ち
、

付
の
干

の
部
分

だ
け
を
活

す
る
際
に

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え

い
ら
れ
た
簡
便
な
道

ら
れ
る
。

た
だ
し
、
秋
田
城
の

棒

簡
が
」/
角
柱
で
は
な
く
七
角
柱
で
あ
る

穿
孔
が
七
面
の
う
ち
三
面
し
カ
認
め
ら
れ
な
い
点
が
不
審
で
あ
る
。
こ
の
点
カ
ら

す
れ
ば
秋
田
城
の

コー
支
棒
は
、

実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、

む
し
ろ
未
製
品
で
は
な
泊
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
途
中
ま
で
作
り
か

け
た
も
の
の
未
完
成
に
終
わ
り
、

実
際
に
使
用
す
る
こ
と
を
諦
め
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

秋
田
城
跡
で
出
土
し
た

棒

簡
は

玉
一
の
漢
簡
の
な
カ
に
あ
る

柱

ま
た
は
内
角
住
の
形
を
し
た

「
鰍
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
と
も
類
似
し
て
い
る
。
漢

簡
の

知1

か
ら
笑
亥
ま
で
の
ムノ

に
は
、
甲

λ
を

一
覧
表
の
形
で
整

の

理
し
た
「
コl

い
て
レ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
と
い
う
(
註

6
)。

敦

表
」
を

漢
簡
で
は
内
角
柱
の
凶

と
も
に
、

甲

乙
丑

-81-
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丙
{貝

庚
午

丁
卯

戊
辰

辛

笑
酉

と
室田
カ
れ
た

「
鰍
」
が
確
認
で
き
る

(註
7
)

(図
5
)
。

見

送l5 i英代の干支組み
合わせ表木簡(1)
(写真は註6書、見取
り図註8書)

ま
た

五
面
に
削
っ
た

知1

の

一
面
に
、

申

辛

球
大
亥

部
欠
損
)

-
戊

と
干
支
を

(註
9
)
(区
6
)
。
あ
る
い
は

一
面
に
」
l

二
の

い
た
も
の
も
あ
る



が
重
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
カ
。

秋

城
出
土
の

そ
の
淵
源
を
た
ど
る
と
漢
簡
の

棒
木
簡
は
、

き

く
の
で
は
な
レ
だ
ろ
う
カ
。

簡
の
関
連
資
料

支
棒
木
簡
が
暦
を
簡
便
に
月
い
る
た
め
の
道

で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

と
し
て
、
新
潟
県
笹
神
村
発
久
遺
跡

干
支

棒
木
簡
の
ほ
か
に
こ
う
し
た
簡
便
な
道

出
土
の
、
月
朔
干

簡
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
釈
文
〕× 

三
月
朔
戊
辰
日

× 
卯

朔
丙
申

ノ

×
口
未
日

こ
の
発
久
遺
跡
出

木
簡
に
つ
い
て
は
、
平
川
南

林

一両
氏
の
詳
細
え

調

成
果
が
あ
る

(註
m
a
)
。

ま
ず
平
川
氏
tv
、
こ
の
木
簡
の
内
容
を
「
某
年
の
各
月
の
朔
の

月
朔
戊
口
口
」
「
六
月
朔
日
中
日
」

支
を
需
き
迎

ね
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
木
簡
に
み
え
る
「

の
記
載
か
ら
、
該
当
す
る
年
は

制

行

送J6 r英代の干支組み
合わせ表木簡(2)

(写真は註 7書より )

延
暦
十
問
年
(
七
九
五
)

一月
戊
辰

}ノ
月
戸
中

点
元
元
γ

(
九
七
六
)

三
月
戊
一反

_L 

ノ

丙
申

に
し
ぼ
ら
れ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
平
川
氏
は
、
木
簡
の
記
載
の
構
成
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。

本
木
簡
は

し
か
も
オ
モ
テ
と
思
わ
れ
る

が

部
が
残
り

に
は
三
月
と
斗ノ

併
記
さ
れ
て
し
る
。
こ
の
こ
と
カ
ら
オ
モ
テ
面
に
は
、

側
の
行
に

月

月

=τ
月

側
の
行
に
同
月
・

五
月

・
六
月
と
三
か
月
ず
つ
記
載
し
た
と
推
測
で
き

る
。

-80-
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裏
面
に
は
当
然
、
残
り
の
半
年
分
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

畏
面

の
右
側
の
行
は
文
字
が
オ
モ
テ
の
よ
う
に

端
部
近
く
ま
で
は
な
く
、

わ
ず
か
に

「口
未
口
」

一
文
字
し
か
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
裏

に
は
右
側
の
行
に
し

の

カ
文
字
が
確
認
で
き
な
い
。

オ
モ
テ
一白
と
裏
」
で
こ
の
よ
う
に
記
載
の
構
成
が
異
な
る
の
は
、
次
の
よ
う
に

復
原
す
る
こ
と
で
説
明
が
可
能
に
な
る
。

ま
ず
オ
モ
テ
に

l
、
表
題
と
し
て
某
年
の
月
朔
一
十
支
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
た

と
忠
わ
れ

そ
の
た
め
に
全
体
を
下
げ
て
正
月
か

六
月
ま
で
の
半
年
分
を
記
載

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
裏
J
V
上
端
部
カ
ら
記
載
し
た
た
め
、

が
生
じ

下
部
に
余

F

一
ご

J
F

f
'と
J

れ
る
。
ま
た
、
裏
面
で
右
側
に
し
カ
文
字
が
旅
認
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

延
京
H

J
ー
川
年
の
場
合
、
間
七
月
が
存
夜
す
る
た
め
に
右
側
内
カ
月
分
、
左
側
三
か

月
分
と
な
っ
た
か

で
あ
ろ
う
。
点
元
一兆
年
の

tv
閏
片
が
存
在
し
な
い
の
で
こ
の



よ
う
に
は
な
ら
え
い
。

九
月
の
月
朔

は
延

口
」
が
九
月
の
月
朔
干
支
で
あ

「
乙
未
」
、

し
カ
も
、

点
元
元
年
が

甲

の

「口

で
あ
り
、

長

る
と
す
れ
ば
、
延

イ
内
年
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
レ
だ
ろ
う
。

カ
く
し
て
平
川
氏
は
こ
の
木
簡
を
、
同

7
の
よ
う
に
復
原
し
、
延
菅
一十
川
年
の

月
朔

簡
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
平
川
氏
は
、

又

ー卜
pq 
年
が

本

簡
は
古
代
の
人
々
に

た
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、

「
こ
の
よ
う
な
「

と
っ
て
重
要
な
口
々
の

干
支
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
腎
と
し
て
十
分
に
機
能
を
呆

欣
聞
は

朔
干
支
」

と
し
て
多
用
さ
れ
た
に
違
い
な
レ
の
で
、
今
後
類
例
の
発

当
時
、
簡
便
え

大
い
に
期
待
で
き
る

を
簡
便
な
形
で
活

し
よ
う
と
す
る

A

-一要
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
評
価
し
て
い
る
。
暦

が
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

本

簡
の
発
見
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
見
ら
れ
る

(玄
8
)
。

こ
れ
と
似
た
も
の
が
、
教
煙
漠
筒
の

さ
ら
に
、
月
朔

木
簡
に
つ
い
て
も
、

(註
日
)

(表)

延
暦
十
四
年
暦
月
朔
干
支
正
月
朔
庚
午
日

四
月
期
戊
成
日

一一
月
期
己
亥
日

五
月
朔
丁
卯
日

三
月
期
戊
辰
日

六
月
朔
丙
申
日

八
月
期
乙
丑
日

十
二
月
朔
甲
子
日

九
月
朔
乙
未
日

七
月
朔
丙
寅
日

十
月
朔
甲
子
日

閏
七
月
朔
乙
未
日

十
一
月
朔
甲
午
日

発久遺跡出
Jす!Jj干支木簡

(註10b害より )

関7

カミ

(表
)

永
光
五
年

正
月
乙
巳
朔

]i 

朔
小
出
口
丁

夏
至

巾

片
乙
亥
ぺ

二
日
丙

省ミ
，l.¥. 
ノJ

ノ

法
大
酉
大
八
日

E

初
伏
十
八
日
庚
寅

中
伏
廿

日
的
突
い
立
秋

-79-
(お)

月
甲
辰
朔

-寸
」
ハ
日
壬
辰
立
夏

七

法大
卯
朔
小
八
日

戊
後
伏

凶
月
甲
戊
朔

ユ
中
朔
大
八
口

9D 

(一袋)

九
月

寅
朔

イ

口

{貝
寸
一え

一卜

辛
未
朔

十

一
月
辛
丑
朔
イ
十
日
庚
戊
先

イ
二
月
庚
午
朔
大
十
七
日
丙
成
口
口
廿
七
日
丙
申
立
春

亥
晦

こ
れ
は
、
氷
光
五
年
(
紀
元
前
三
九
)

の
暦
で
、
各
月
の
大
イ
と
朔

の

支
、

士
宅
立
夏
立
秋
立
冬
、

付

ν

会」

枚

」
、
冬
不
十一
、
春
分
の
日
付
だ
け
を

の
表
裏
だ
け
で
完
結
す
る
簡
便
な
暦
で
あ
る
。
発
久
遺
跡
の

3之、

簡
は
、

朔

」
の
う
ち
の
月
の
朔
口
部
分
だ
け
を
さ
ら
に
抜
き
川
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
ヲF

、ーー



の
木
簡
と
き
わ
め
て
類
似
し
た

エ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
木
簡
の

表
裏
を
使
用
す
る
と
い
う
点
も
共
通
し
て

U
る
。

な
お
、
藤
原

木
簡
に
、

五
月
大

乙
酉
水
市

七
月
大

甲
申

(O
八

一
型
話
、

『木
簡
研
究
』
三
号
)

と
記
さ
れ
た
木
簡
が
あ
る
。
慶
雲
元
年

(七

O
凹
)
の
暦
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

月
の
大
小
、
朔
日
干
支
な
ど
を
記
し
て
い
る
点
が
、
永
光
五
年
の
漢
簡
の
書
式
と

共
通
し
て
い
る
。
『
木
簡
研
究
』

三
号
所
載
の
写

を
見
る
限
り
、
こ
の
木
簡
は
上

端
と
左
端
が
欠
控
し
、
下
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
左
側
の

月
の
左
隣
に
は
六
月
分
の
記
載
が
あ
り
、
七
月
の
左
隣
に
は
八
月
分
の
記

行
の

載
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、

一
方
裏
面
の
上
半
部
に
は
九
月
か
ら
十
二
月
の
記

載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
全
体
を
復
元
す
れ
ば
、
永
光

年
の
漢

簡
の
よ
う
な
簡
便
な
暦
と
し
て
機
能
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る

(
註
ロ
)
。

戊
丁
丁
丙
丙
乙
乙
甲
甲
甲
波
大
法
大

十
七
日

午
亥
巳
戊
辰
酉
卯
申
{貝
申
丑
未

こ
れ
は
暦
穏
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
筒
頭
に
日
付
を
書
き、

に
正
月
か

そ
の

ら
十
二
月
に
至
る
各
月
の
そ
の
日
付
の
干

を
記
し
、
こ
れ
を
三
十
簡

(一二
十
日

分
)
並
べ
て

一
年
の
暦
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
の
場
合
は
、
十
七
日
の

X 
を

十
二
か
月
分
記
し
て
い
る
。
神
爵

の
暦
と
さ
れ
て
い
る
。

年
(
紀
元
前
五
九
)

こ
う
し
た
記
載
様
式
も
ま
た
、
各

支
を
記
し
た
月
朔

支
木

の
朔

だ
け
の

簡
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

支
棒
木
簡
の
意
義

本
木
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
十日
代
の
地
方
社
会
に
お
い
て
、
国
家
か
ら
頒
布
さ
れ

た
詳
細
な
具
注
暦
を
、
簡
便
な
形
で
利
則
す
る
た
め
の

夫
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も
木
簡
と
い
う
特
性
を
う
ま
く
利

し
て
い
る
点

も
重
要
で
あ
る
。

暦
を
簡
便
に
所
用
す
る
た
め
の
こ
う
し
た
知
恵
は
、
暦
の
知
識
の
伝
来
と
と
も

に
、
大
陸
か
ら
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
暦
の
知
識
が

-78-
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渡
来
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
暦
を
活
用
す
る

夫
も
ま
た
、

渡
来
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

「
月
朔
千
支
木
簡
」
と
「
干
支
棒
木
簡
」
と

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
月
の
何
日

の
干
支
が
何
に
当
た
る
の
か
、
と

い
っ
た
情
報
を
、
瞬
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

夫

瞥
を
簡
便
に
知
る
た
め
の

は
、
多
種
多
様
な
木
簡
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
可
能
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

地
方
社
会
に
お
い
て
、
日
付
を
干
支
で
把
握
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
必
要
で
あ
っ

こ

「ノ
ミ
、

中

j

A
V
仇
M

そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
な
カ
な
カ
難
し
い
。
ひ
と
つ
に
は
、
地
域
の

祭
示E

儀
礼
と
の
関
わ
り
な
ど
が
当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、

干

と
関
わ
る
状
況
は
存
在
し
て
い
た
と
思

日
常
に
お
い
て
も
、

わ
れ
る
。



兵
庫
県
氷

郡
山
垣
遺
跡
出

目玉

の

簡
に
、
週

9
の
よ
う
た
も
の
が
あ
る

日
)
。

お
そ
ら
く
は
農
業
経
営
に
関
わ
る

簡
と
推
定
さ
れ
、
恒
人
へ
の
稲
(
山

挙
稲
カ
)

の
支
給
を

ご
と
に
記
し
て
レ
っ
た
記
録
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
「
巴

付
が
十

カ
れ
て

」
「
午
日
」
「
未
日
」
な
ど
、

で

い
る

一
で
あ
る
。
山

ι遺
跡
は
丹
波
国
氷
上
郡
の
郡
関
連
施
設
と
考
え
ら
れ
る
が

(註
比
)
、
少
な
く
と
も
郡
家
の

レ
ベ
ル
で
は
、

に
よ
る
日
付
表
記
が
お
こ
な

わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

一l
支
に
よ
る
口
付
表
記
が

地
方
社
会
に
お
い
て
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
い
た
の
カ
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。

日王
(
1
)
「
発
掘
の
家

(
内
山
武
志

6
『
菅
江

澄
随
筆
集
』

九
年
、

。
、._/

(
2
)
内
田
武
志
編

『ず

t

澄
全
集

第
九
巻
』
、
未

(
3
)
前
註

(
1
)

平
凡
社

一
九
ムノ

社

一
九
七
三
年

(
4
)
 

ノ
十
干

を
書
い
た
六
角
柱
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

埋
没
家
屋
と
、

告
を
受
け
て
、
『

保
年
間
刊
)
の

人
の
関
心
を
呼
ん
だ
よ
う
で
、
平
田
篤
胤
が
秋
田
の
仏
竹
務
士

・
阿
見
順
平
の
報

で
こ
れ
に
つ
い
て
考
証
し
、

凶
度
制
考
』
(

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

〔
回
ヵ
〕

嶋
田
稲
巳
白
川
三
束
午
日
稲
春
小
田
稲
廿
三
束
未
日
品
川
八
束
口
嶋
口
稲
口
束
稲
春
小
田
稲
舟
申
日
百
廿
×

〔
卯
ヵ
〕

子
日
二
百
十
八
束
丑
n
l
l
u寅
日
百
束
口
日
五
十
二
束
辰
日
州
巳
日
廿
東
口
小
田
稲
午
日
十
五
束
未
日
五
十

二
束

〔

揃

授

ヵ

〕

〔

亥

日

ヵ

〕

〔

子

ヵ

〕

「
口
口
」
口
口
数
記
口
口
口
円
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
川
U
口
口
嶋
田
川
丑
口
口
口

一
束
寅
日
知

一
束
卯
日
品川
二
束
嶋
田
稲
×

実IJ
線

口口

H 
U 

口
口

(主吋
)×
m
N
×
ω

O

∞】

6ω
第
一

H

ち
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筒兵庫県山垣遺跡出
(註13書より)

玄19



「
其
家
の
内
に
種
種
の
器
械
ど
も

予、

嘗
て
見
知
ら
ざ
る

一
つ

け
る

の
器
物
あ
り
。
其
状

度
、
ま
た
は
土

な
ど
の
類
に
や
と
思
は
る
」

「
長
さ
凡
て

一

一
寸
三
分
、
杉
に
て
六
角
に
制
り

ハ
面
に

支
を
記
す
こ
と

送
の
如
し
。

一
方
に
十
干
支
あ
り
て
六
方
合
わ
せ
て
六
十

支
な
り
。
其
問
曲

ノ

一
寸
づ
つ
に
刻
み
て
、
六
面
と
も
に
π
ノ
あ
り
、
文
字
幽
か
に
見
ゆ
」
(
「
解
題
」

言

澄
全
集

第
九
巻
』
、

来
社
、

一
九
七
三
年
)

明
治
以
降
で
は
、
白
井
光
太
郎
が

本
風
俗
考
」
(
『
人
類
学
雑
誌
』
第

マヲ

一
八
九

O
年
)
で
、
上
古
住
民
の

C
居
が
竪
穴
だ
と
い
う
論
拠
に
、
こ
の
埋

没
家
屋
の
例
を
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
六
角
柱

支
棒
も
紹
介
し
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
(
一
九

一二
)
に
は
、
東
大
地
震
研
究
所
の
今
村
明
恒
が
、
「
古
代

の
比
内
地
震
」
の
時
代
考
証
に
、
こ
れ
を

い
た
論
文
を
発
表
し
た
と
い
う
(
帝

尚子

院
記

、._/

。

そ
れ
に
よ
る
と
、
菅
江

澄
の
説
と
同
様
に
、
注
暦
の

一
種
だ
と
み
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

支
に
よ
る
日
付
表
示
法
が
廃
止
さ
れ
て
、
数
字
に
よ
っ

て
日
付
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ハ
匝
史
に
よ
る
と
『
文
徳
天

失
録』

(天
安
二
年
〈
『/

ゅ八〉
)
以
後
だ
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
埋
没
家
屋
の
年
代
も
推

測
で
き
る
と
し
て
い
る
と
い
う
(
註

(
1
)
書
解
説
)
。

最
近
で
は
、
鬼
頭
清
明
氏
が

『
古
代
日
本
を
発
掘
す
る

6

古
代
の
村
』
(
岩
波

庖

年
)
の
中
で
、
埋
没
家

と

又
棒
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り

一
九
『ノ

「
木
片
に
黒
一

し
た
も
の
の
出
土
例
の

い
例
に
属
す
る
だ
ろ
う
」
と
評
価
し
て

い
る
。

(
5
)
前
註

(
2
)

九

(
6
)
 
阿
辻
哲
次

『
区
説

八

j莫

の
歴
史
』
大
修
館
書
広
、

一
九
八
九
年
、

七

(
7
)
大
庭
惰
著
『
大
英
図
書
館
蔵

敦
燥
漢
筒
』
同
朋
舎
、

(
8
)
『
匹

月
令
』
東
洋
文
庫
よ
り

(
9
)
註

(
7
)
皆
、
七
九
頁。

(叩

)
a
小
林
昌
二

・
平
川
南
「
木
簡
に
つ
い
て
」

『
発
久
遺
跡

者』

新
潟
県
笹
神
村
教
育
委口

一
九
九

一
年
。

b
平
川
南
「
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
字
」
『新
版

代
の

研
究
の
方
法
』
角
川

応
、

一
九
九

一
年
。

(
日
)

註

(
7
)

五

。
な
お
、
永
光

年
の

s 

一一一
「敦
煤

・
居
延
出
土
の
漢
暦
に
つ
い
て
」

『東
洋
学
研
究

ィー、

一
九
七

年
に
よ
る
考
察
が
あ
る
。

(ロ)
註

(
7
)

缶
、
五
九

(
日
)

『
山

遺
跡
発
掘
調
査
報
戸

芝

兵
庫
県
教
育
委
員
会、

お
釈
文
は

『
木
簡
研
究
』

一
O
号
、

九
九
八
年
に
よ
る
。

(
日
)

平
川
南
「
郡
符
木
簡
」
虎
尾
俊
哉
編

『律
令
国
家
の
地
方
支
配
』

口
川
弘

文
館
、

一
九
九

年

〔
付
記
〕
秋
田
城
跡
出
土
八
内
号

簡
の
調
査
に
あ
た
り
、

館
平
川
南
氏
、
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
の
日
野
久
氏
よ
り
ご
配
慮
と
ご
教
示
を
賜
つ

た
。
記
し
て
感
謝
申
し

千
ノ
土

、、
。

1v
中

j

L
V

な
お
、
拙
稿
「
士
門
代
地
方
社
会
に
お
け
る
暦

ー
そ
の
受
容
と
活

て
|
」
(『
日
本
歴
史
』

0
0
一
年
)
に
お
い
て
も
、
本

お
こ
な

っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
九

O
年
。

発
掘
調
査
報
告

本
10 

代
資
料

木
簡
に
つ
い

て
は
森
鹿

延
漢
簡
編
』
同
朋

一
九
九

O
年
、
な

-76-
(11) 

玉一
立
歴
史

俗
博
物

を
め
ぐ
っ

簡
に
つ
い
て
考
察
を



四
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
漆
紙
文
書
に
つ
い
て

弘
前
大
学
人
文
学
部

鐘

1工

宏

之

名

屋
大
学
文
学
部

J止
1ロ

亀

谷

矢口

二
七
号
文
書

一
、
形
状

本
文
書
は、

ー
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
漆
容
器
の
ふ
た

紙
が
、
部
分
的
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
で
は
厚
く
漆
の
付
着
し
た
面
か
ら

は
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

オ
モ
テ
面
即
ち
漆
の
付

し
て
い
な
い
面

か
ら
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
存
し
た
断
片
の
う
ち
、

側
の
部
分
に
紙
の
継
ぎ

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
二
七
号
文

一枚
の
紙
片
が
貼
り
あ
わ
せ
ら
れ
た

』ま

状
態
で
、
漆
容
器
の
ふ
た
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
継
ぎ

部
分

で
の
紙
の

な
っ
て
い
る
幅
は
、
こ
の
部
分
が
大
き
く
摺
曲
し
て
漆
の
付

も
1享

レ
た
め
に

弘
状
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
以

オ
モ
テ
面
に
お
い
て

で
は
、

継
ぎ

側
の
紙
を

I
紙
、

側
を

H
紙
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
本
文
書
は

よ
り

ふ
た
紙
と
し
て
使

さ
れ
た
後
の
廃
棄
時
に
、

上
が
筒
状
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

I
紙
は
深
く
し
わ
の
寄
っ
た
状
態
で

化
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
を

い
た
観
察

の
結
果
、
こ
の
し
わ
の
内
側
部
分
に
、

割

を
含
む

一
行
分
の
記
載
を
左
文
字
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
左
文
字
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

面
の
側
に
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

ー
紙
に
は
漆
付

わ
か
っ
た
。

に
は
、
残
っ
て
レ
る
範
囲
で
は

」痕
を
碓

ー
紙
の
オ
モ
テ

一
方、

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
カ
っ
た
。

日
紙
は
、
文

の
確
認
で
き
た
断
片
が
大
き
く
二
つ
に
分
カ
れ
る
。
以

キH

の
位
置
関
係
は
弓
確
定
で
あ
る
。

①
②
と
し
て
釈
文
を
掲
載
す
る
が
、

①
断
片
と
②
断
片
は

E
接
に
は
接

-
一、
釈
文

-
I
紙
(
漆
付
着
面
)

口
丁

/斗部
都
口
麻
同

-
H
紙
①

(
オ
モ
テ
面
)

船
乗
人

合
三
人

口

口
口

口

口
口
乗
船
円

U
口

口
丁

-
日
紙
②

(
オ
モ
テ

口
向
口

口

円

U
正
T

上
黒
子

で
は
、

せ
ず
、

-75-
(12) 
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ー
紙
の
文
字
は
非
常
に
小
さ
い
。
計
測
は
難
し
い
が

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四

方
程
度
で
、

丁
侮
z
な
借
主
円
で
あ
る
。

日
紙
①
に
お
け
る
行
間
は

一
行
円
と
二
行
円
の
聞
が
五

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

一一
行
円
と
三
行
円
の
間
が
川
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル、

三
行
目
と
四
行
目
の
聞
が

三

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
比
較
的
大
き
く
、

一セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
方
程
度
で
あ
る
。

三
、
内
容

ー
紙
は
、
漆
付
着
面
に
帳
簿
状
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
正
丁
と
い
う
年
齢
区
分

や
黒
子
な
ど
の
身
体
的
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
計
帳
の
歴
名
も

し
く
は
こ
れ
に
類
似
し
た
帳
簿
と
考
え
ら
れ
る
。

日
紙
の
内
容
は
、
船
に
乗
る
人
が
合
計
で
三
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
以

-74-
(13) 

外
に
は
、
残
っ
て
い
る
部
分
の
情
報
が
断
片
的
な
た
め
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

文
字
の
大
き
さ
や
配
置
の
し
か
た
か
ら
み
る
と
、
帳
簿
の
よ
う
な
書
式
と
は
や
や

異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
何
ら
か
の
命
令
も
し
く
は
報
告
を
記
し
た
狭
義
の
文
書
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
紙
は
残

っ
て
い
る
部
分
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
モ
テ
面
の
墨
痕
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

日
紙
と
の
貼
り
継
が
れ
方
か
ら
み
て
、
以

下
の
よ
う
な
埋
尚
で
オ
モ
テ
一白
に
も
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
淡
紙
文
書
に
見
ら
れ
る
紙
の
貼
り
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏

が
、
本
米
の
文
書
作
成
時
の
紙
継
ぎ
、
{
円
術
に
お
け
る
文
書
整
理

・
保
存
の
た
め

の
述
貼
の
紙
継
ぎ
、
淡
容
器
の
ふ
た
紙
の
た
め
の
紙
継
ぎ
の

三
通
り
に
分
け
て
整

理
し
て
い
る
(
平
川
南

『漆
紙
文
書
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
)
。
本

文
書
の
場
合
は
紙
の
継
ぎ
円
の
幅
が
不
明
で
は
あ
る
が

二
番
円
の
文
書
整
理
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保
不
の
場
合
が
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

れ
る
。
ー
紙
の
文
書
と
日
紙

の
残
っ
て
い
る
面
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
行
の
方
向
は
揃
っ

て
い
る
。
ー
紙
の
文
書
1v
漆
付

の
山
明
簿
版
文
書
が
記
さ
れ
た
後
に
、

そ
の
紙

背
を
使
っ
て
文
書
が
記
さ
れ
(
そ
の
文
一三門
は
現
状
で
は
見
ら
れ
な
レ
が
)
、
こ
れ
を

保
管
の
た
め
整
理
し
た
際
に

H
紙
の
オ
モ
テ
一白
の
文

と
貼
り
継
い
だ
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
従
っ
て

ー
紙
は
紙
背
を
利
用
し
た
文
書
の

理
に
と
も
な
っ
て
日

紙
と
貼
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
状
に

-っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

二
八
号
文
書

一
、
形
状

-73-
(14) 

本
文
書
は
出

し
た
時
点
で
J
V
、

ハ
枚
重
ね
に
な
っ
た

山
一

E
折
り
畳
ま
れ
て

一

断
片
と
、

」
れ
に
直
接
接

す
る
四
断
片
、
他
に
墨
痕
の
あ
る
数
片
か
ら
な
っ
て

い
た
。
ま
ず
こ
の
状
態
を

ま
た
紙
で
模
型
を
作
っ
て
各
断

穴
に
よ
り
記
録
し
、

片
の
本
来
の
位
置
関
係
を
把
握
し
た
後
、
こ
れ
を
切
り
開
く
作
業
を
行
っ
た
。
こ

の
結
果
、
現
在
は
漆
付
着
面
ど
う
し
を
内
側
に
し
た

一
つ
折
り
の
状
態
に
ま
で
開

レ
た
上
で
、

接
つ
な
が
る
四
断
片
を
含
め
て
接
合
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
こ
れ

と
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
位

関
係
の
推
定
で
き
る
一
断

片
も
推
定
位
盟
問
一
に
即日
い
た

一具
に
提
示
し
た
。
こ
の
接
合
作
業
の
結
果
、

で
展
開

径
約

J

ノ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
呈
す
る
断
簡
と
し
て
復
元
で
き
る
。

ま
た
、
切
開
過
程
を
逆
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
本
文
書
を
漆
の
ふ
た
紙
と
し

て
利
用
し
た
後
の
廃
棄
過
程
を
以

の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。

① 

紙
の
片
面
に
付
着
し
た
漆
を

寧
に
削
ぎ
落
と
し

そ
の

を
内
側
に
し



て
文
字
の
行
方
向
と
平
行
に
中
央
部
で

二
つ
に
折
る

(二
枚

ね
)
。

⑤④③②  

次
に
文
字

の
行
方
向
と
直
角
に
二
つ
に
折
る

(
問
枚

ね
)
。

度
文

の
行
方
向
と
平
行
に

二
つ
に
折
る

(
八
枚

ね
て

最
後
に
文
字
の
行
方
向
と

一
つ
に
折
る

(
一
六
枚

ね)。

角

④

の
状
態
で
廃
棄
す
る
。
な
お
、
廃
棄
後
に
部
分
的
に
ば
ら
ば
ら
の
断
片

と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の

一
部
は
失
わ
れ
た
。

明
瞭
に
確
認
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
漆
の
削
ぎ
落
と
し
方
、
及
び
紙

廃
棄
後
の
風
化
は
少
な
く
、
外
側
に
露
出
し
た
面
に
お
い
て
も
肉
眼
で
文
字
を

の
折
り
畳
み
方
が
非
常
に
丁
寧
で
あ
っ
た
た
め
、
内
側
に
畳
み
込
ま
れ
た
部
分
の

四
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
保
存
状
態
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。

漆
紙
文
書
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
凡
帳
面
な
廃
棄
方
法
は
ま
れ
な
例
に
属
す
る
。

一、
釈
文

レ、 内
側
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は

A
面
側
か
ら
左
文
字
で
確
認
す
る
し
か
方
法
が
な

文

は
表
裏
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
が
、
漆
の
付
着
し
た

B
面
は

一
つ
折
り
の

-
A
面

(
オ
モ
テ
面
)

門
U 

口
陵
拾
束

海
直
千
麻
口
白
陸
拾
束

海度
津

出
羽
郡

口

メb、

〔似
hq

〕

萱
口
口
拾
伍
人

-
も
と

A
面
と
一百
‘
一
文
~

拾

口
束

感
拾
捌
東

-72-
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と
見
ら
れ
る
小
断
片
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-
B
面

(
漆
付
着
面
)

口
六
千
口

口
長
官
御
料
三
千

〔点

ヵ
〕

口

口
口
口
五

八
口

日
U 

A
面
に
は
、
各
行
を
区
切
る
形
で
縦
界
線
五
本
が
確
認
で
き
る
。
界
幅
は

一

j
i
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
五
行

口・・・」

の
書
き

し
の
高
さ
と
、

1T 
そ
の
幅
は

0
・
『ノ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

菩
き

し
の
高
さ
に
横
界
線
が
確
認
で
き
、

「

H
口
司
づ

wp

uu司
A
1
脅
伯
」

ハ
行
目
「
ム

「
海
直
」

四
行
同
一

「
度
津
」
等
の

方
で
あ
る
の
に
対
し
、

は
約

の
大
き
さ
が
約

一
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
凶

一
i
一
・
三
セ
ン
チ
メ

l
ト

で
あ
る
。

行

行
目
は
文

1T 

/'¥ 

行

ノレ

方
と
や
や
大
き
く
、

そ
の
結
果
、
行
間
は

行
の
聞
は

一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

E
行
と

略行
の
問
は

一
行
と
三
行
の
問
及
び
三
行
と
四

B
面
に
は
界
線
は
見
え
な
い
。
行
聞
は
、

1T 7

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

の
聞
が

ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

行
と
六
行
の
聞
は

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
次
い
で
順
に

三

・
O
、

ぱ
ら
つ
き
が
あ
る
。
文
忠

の
大
き
さ
も

0
・
七
{
〉

一と
一
一行

一
・
七
セ

一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
不

揃
い
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
面
も
現
状
で
は
印
影
、
朱
筆
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

A
面
と

B
面
を
比
較
し
て
み
る
と
、

A
面
に
は
界
線
が
あ
る
が

B
面
に
は
な
い
、

A
面
は
大
数
字
を

い
て
い
る
が

B
面
は
通
常
の
数
字
で
あ
る
、

A
面
は
細
い
整
っ

た
橋
室田
で
.

か
れ
て
い
る
が

B
面
は
肉
太
の
字
で
行
も
不
揃
い
に
書
か
れ
て
い
る
、

な
ど
の
相
違
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
正
倉
院
文

な
ど
の

一
次

.
H
H
H
J
1

，↓J

、

手
↑

n川

次
利
用
の
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、

一
般
に
整
っ

た
書
体
の
も
の
が
正
式

な
文
書
、
或
い
は
そ
の
控
え
と
し
て
主円
か
れ
、
こ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
後
で
紙
北

が
利
刑
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

紙
の
面
の
使
用
順
を
考
え
て
み
る
と
、
本
文
書
は
ま
ず

一
次
利
用
と
し
て

A
面
が

同青
か
れ
、
こ
れ
を
廃
棄
し
た
後
に
紙
背
に

B
面
の
文
字
が
書
か
れ
た
と
推
定
で
き

る

-70一
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三
、
内
容

A 
面

記
載
内
容
は

一
i
四
行

が
(
人
名
)
+
(
稲
束
量
)、

行
同
が
(
郡
名
即
ち

出
羽
郡
)、

六
行
円
が
(
人
数
の
合
計
即
ち

人
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記

載
様
式
か
ら
考
え
て
、
郡
ご
と
に
歴
名
と
稲
束
量
を
書
き
上
げ
、

そ
の
冒
頭
に
郡

名
と
人
数
の
合
計
を
-記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

一
1
1
行

は
出
羽
郡

よ
り

一
つ
前
に
記
さ
れ
た
郡
(
仮
に
『
延
喜
式
』

部
式
の
記
載
順
と
=同
じ
よ
う

に
郡
が
排
列
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
出
川
郡
)

の
歴
名
の
末
尾
で
あ
る
。
郡
を
越

え
た
記
載
で
あ
る
こ
と
カ
ら
見
て
、
山
川
羽

玉
一単
位
で
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
ろ

う
。
整
っ

た
書
式
の

次
文

で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
国
府
保
管
用
の
帳
簿
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
行
円
以
降
は
欠
失
し
て
い
る
の
で
不
明
で
あ
る
が
、

郡



全
体
の
稲
東
量
の

計
が
記
さ
れ
て
レ
た
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
郡
の
下
位
区
分

と
し
て
郷
ご
と
に
細
分
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

(
人
名
)

(
稲
束

)
を
列
記
し
た
帳
簿
は
、
今
ま
で
に
山

+ 

し
た
漆
紙
文

a

の
例
で
は
出
挙
関
係
の

'm簿
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り

本
二
八
号
文

も
そ
の
類
型
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
二
八
号
文
書
と
同
じ
土
坑
カ
ら
山
土
し
た
漆
紙
文
書
の
う
ち
、

よ
く

似
た
も
の
と
し
て
第

二

す
文
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
(
『秋

城
跡
調

務
所
研
究
紀
要
日
秋
田
城
出
土
文
字
色
料
集

E
』

一
九
九
二
年、

、._/

。
ヲ-

、-

れ
は
本
二
八
号
文
.

と

一
括
し
て
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
近
接
し
た
年
代

の
文

と
考
え
て
よ
い
。
縦

・
横
に
界
線
が
見
ら
れ
、
横
界
は

本
見
え
る
。
第

一一二
口すい
X

も
記
載
の

)
で
、

一
段
書
き
と
す
る
。

本
は
(
人
名
)
+
(
稲
束

人
名
は

の
記
載
を

で
書
カ
れ
て
レ
る
。
数
且

し
、
稲
束
量
は
大

は
六
十
東
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

本
二
八
号
文
~

を
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、

(
人
名
)
+
(
稲
束

)
の
記
裁
が

本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
共
通
し
、
司
じ
よ
う
に
出
挙
に
関
わ
る
帳
簿
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
カ
し
、

第

二
二
号
文

は
界
線
の
幅
が
約

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
筆
跡
も
異
な
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
紙
背
文
書

も
界
線
の
有
無
か
ら
見
て
異
な
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
二
八
号
文
岬

シ」

吋
叫

一
帳
簿
の
断
簡
で
は
な
レ
と
み
ら
れ
る
。
し
カ
し
な
が
ら
、
界
線
の
構
造
、

自己
載

刑
1
.司
、
稲
束

な
ど
の

一
で
き
わ
め
て
近
似
し
て
お
り
、
同
じ
類
型
の
帳
簿
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

(展開前) (赤外線カメラ)
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B 
面且

府
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

A
面
の
帳
簿
が
廃
棄
さ
れ
た
後
、
紙
北

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欠
持
労
が
多
く
記
載

項
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、

(某

キヰ

(単
位
)
が
列
記
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

数

+ 

+ 

位
の
記
載
は

三
行

に
残
画
が
あ
り
、
不
鮮
明
な
が
ら
「
束
」

で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
が

し
け
れ
ば
、
稲
束
関
係
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

稲
の
用
途
に
つ
い
て
は
、

に
「
口
長
官
御
料
」
と
あ
る
。

一
次
利
用
面

行

が
国
府
で
保
管
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
と
す
る
と
、
払
い

ず

弘
久
7

」
低

i
f
i

j

 

背
に
記
さ
れ
た
こ
の
帳
簿
の
記
載
は
国
に
関
わ
る
可
能
性
が
直
く
、
長
官
は
即
ち

守
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
稲
の
量
は
「
六

L 

-， 

」
「
冗

」
「
五
百
」
と

多
量
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

以

の
諸
点
か
ら
こ
の
文

の
内
容
を
考
え
る
と
、

ロ4

能
性
の

一
つ
と
し
て
公

勝
稲
に
関
わ
る
帳
簿
を
想
定
で
き
る
。

二
九
号
文
書

一
、
形
状

本
文

は
長
径
一
七
・

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
径

ノ¥

セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
の
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
た
断
片
で
あ
る
。

土
し
た
時

小
で
は
別
に

径

二
ニ
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
断
片
が

三
分
の

一
ほ
ど
折
り
返
さ
れ
た
状
態
で
需

ね
ら
れ
て
い
た
(
こ
の
断
片
に
は
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
)
。
大
き
さ
や
縁
辺
部
の

形
状
カ
ら
考
え
て
、
漆
容
器
の
曲
物
の
ふ
た
紙
と
し
て

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

pnノ。

一、
釈
文

墨
痕
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
る
。

-
A
面

(漆
付
着
面
)

〔
武

力

〕

口
拾
伍

時
梓
拾
威

買
拾
由一

拾
口

参
拾
伍

小黄
女男

女女女
口
女

正
女

-67-
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女女口
口
口
妻
妾

口
二
黄
女



-
B
面
(
オ
モ
テ
面
)

口
口

(
天
地
逆
)

A
面
に
は

一行
分
の
記
載
が
あ
る

ま
た
は
欠

(
九
行
目
と

一
O
行

は
空

)
。
部
分
的
に
縦
界
線
が
確
認
で
き
、
界
幅
は

セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
で
あ
る
。
ま
た
、
「
正
女
」
な
ど
の
記
載
の
童聞
き
出
し
の
高
さ
に
横
界
線
が
確
認

で
き
る
。
行
間
は
約
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

字

の
大
き
さ
は
本
文

一
・
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
四
方
、
細

で

0
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
匹
方
で
あ
る
。
印
影
、

朱

な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

B
面
に
は

一
行

二
文
字

の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

A
面
と
は

地
逆
に
室田

か
れ
る
。

子
の
大
き
さ
は
一

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
。

三
、
内
容

A 
面

恐
ら
く
年
齢
と
思
わ
れ
る
数

(
大
数
字
)
と
年
齢
区
分
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

上
半
の
欠
損
部
に
続
柄
、
人
名
な
ど
を
備
え
た
歴
名
様
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

行

に
は
年
齢
区
分
ご
と
の
人
数
を
合
計
し
た
統
計
部
分
が
あ
る
。

籍
ま
た
は

計
帳
に
類
似
し
た
帳
簿
で
あ
ろ
う
が
、
残
存
部
分
に
つ
い
て
は
身
体
的
特
徴
な
ど

の
記
載
が
な
く
、

籍
に
近
い
と
推
定
で
き
る
。

統
計
部
分
の
書
式
に
つ
レ
て

院
に
残
る

籍
と
比
較
す
る
と
、
本
文
書
は

来目

双
行
で
年
齢
区
分
ご
と
の
人
数
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
海
道
戸
籍

や

籍
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
細
部
ま
で

総
国

籍
と
は
異
な
り
、
御
野
一玉

比
較
す
る
と
相
違
点
も
あ
る
。
御
野
一玉

籍
は
各

の
回目
頭
に
戸
主
名
と
戸
打
数

合
計
を
記
し
た
下
に
、
細

双
行
で
内
訳
を

く
(
な
お
、
前
の

の
歴
名
の
末

屯
と
の
問
に
は

記
載
順
は
男
、
女
、
奴
、
解
の
順
で
、

一行
の
空

が
あ
る
)
。

男
女
の
内
訳
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
を
記
す
。
記
載
は
右
行
、

左
行
、
次
段

の

行、

左
行
と
い
う
よ
う
に
交

に
書
き
進
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
文

iま

男

女

の

順

に

記

載

す

る

こ

と

で

は

の

順

か

も
知
れ
な
い
)
、
末
尾
に
は
合
計
の
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
双
行
部
の
右
行
を
先
に

致
す
る
が

(
或
い
は
課

、
不
課

問き
進
め
た
後
で
左
行
に
移
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
年
齢
区
う
に
お
け
る
「
妻
妾
」
は
他
に
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
。
ま
た
、

大
宝
令
制
下
の
籍
帳
が

三
歳
以
下
の
年
齢
区
分
に
「
緑
」

の
表
記
を
用
い
て
い
る

こ
と
と
比
較
す
る
と
、
本
文

は
養
老
令
規
定
に
基
づ
く
「
黄
」
を
用
い
て
い
る

の
で
、
養
老
令
制
下
(
七

四
七
年
以
降
)

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

+皆

か
れ
、
大
数
字
を
用
い
、
界
線
を
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

-66-
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で

正
式
な
控
え
と
し
て
国
府
に
保
管
さ
れ
て
い
た
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

B 
面A

面
が

で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
よ
り
も
後
で

バ
の
国
府
保
管
文

書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

A
面
作
成
直
後
に
内
容
上
こ
れ
に
関
連
す
る

文
言
を
書
き
記
し
た
可
能
性
も
、

A
一白
の
文
書
を
廃
棄
し
た
後
で
無
関
係
の
記
載

が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
存
す
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
以
上
確
認
で
き
な
い
。
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図9 29号文書実測図(8面-A面とは天地逆)
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〔
付
記
〕

ム、

，
お
よ
び
報
告
に
あ
た
り
、

口一の
調

玉
一
立
歴
史

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
の
ご
協
力
を
仰
レ
だ
。
末
筆
な
が

俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、

ら
記
し
て
謝
意
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
報

は
、
秋
田
城
跡
第

の
う
ち、

に
お
レ
て
出
土
し
た
漆
紙
文

E
次
調

未
報
告
で
あ
っ
た
一

で
あ
る
。
す
で
に
第
七

点
に
つ
い
て
の
報
仲

一次
調

と
第

十九
次
調
査
出
土
の
漆
紙
文

で

ハー
一一Jf
号
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
今
回
報
告
す
る
も
の
は

一七
号

一
八
号

一九
号
と
な
る
。
既
報
告
の
も

の
に
つ
い
て
の
調
査
次
数
と
褐
載
報
告
書
の
関
係
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

秋田城跡出土漆紙文書一覧表

調査 調査
出 土遺構

文字?
掲 載 報 止にと3 三tゴ位

次数 年度 番号

21 1978 S 1369竪穴住居跡、 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

36 1982 S F677築地崩壊土 2 r秋田城出土文字資料集Jl1984 
3 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

38 1983 SA699柱列柱堀り方撹乱 4 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

39 1984 S G463沼沢跡黄褐色砂 5 『昭和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 
S G463沼沢跡泥炭層 6 『昭和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 

40 1984 表土、耕作土 7 町宮和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 
54 1989 S K1031土取穴 8 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 

9 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
10 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
11 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
12 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
13 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
14 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
15 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
27 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 
28 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 
29 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 

72 1998 S K 1555土坑 16 『秋田城出土文字資料集団Jl2000 
17 『秋田城出土文字資料集凹Jl2000 
18 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
19 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
20 『秋田城出土文字資料集血Jl2000 
21 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
22 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
23 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 

S K1556土坑 24 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
S 1 1541竪穴住居跡 25 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 

75 1999 S K1611土坑 26 『平成11年度秋田城発掘調査概報Jl2000 
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書: 名 秋出城跡

日IJ 書 名 平成12年度秋山城跡発射調査概報

巻 次

シ リー ズ名 秋出城跡調査概報

シリーズ番号

編若者名 日野久、必下秀博、西谷隆、進藤靖

編集機関 秋山市教育委員会、秋山城跡調査事務所

jiIf ft 地 干011-0901 秋山県秋出市寺内字焼山56 Tel 018-845-1837 Fax 018-845-1318 

発行年月日 2001年3月

ふりがな ふりがな コー ド 北京毒 東 経 調査面積

j升収遺跡名 所有: 地 市町村 l遺跡番号
0 111  。 I 11 

調査期間
口12 

調査原因

，h.'! 1よし lうんと ，v，.!たし ごら ・'jt，

秋凶城跡 秋田市寺内 05201 186 39度 140度 第73次調査

44分 05分 20000412，"，-; 880 
学術調査

20秒 00秒 20000829 
一一一一ー一一一ーーー一一一 一一ーーーーーーーーー 保護管理
第76次調査

20000829，"，-; 745 

20001129 

所収遺跡名 種 別 主な時代 王 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事項

秋田城跡 城柵官衛 奈良~平安 堀立柱建物跡 3棟 須恵器、土師器、 赤 焼山地区中央から北部
の調査

第73次調査 遺跡 竪穴住居跡 5軒 伺色土器、墨書土器、 繰り返し粘土を採取
したと考えられる土取

溝跡 1条 瓦、土製品、 鉄製品、 り苅ネを検出した丸湖、
出挙関係帳簿と考えら

土抗 2基 漆紙、 漆膜 れる漆紙文書、漆を入
れた容器の中に付着し

土取り穴跡群 た漆膜等が出土した
一一一一一一一一一一一一一一 一ー一一一一一一一一一 一ー一一一一一一一一ー一ー一 一一一ーーーー一ーーーーーーーーーーーーー一ーー 一ーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一 一一一一一一一ー一ーー ーーー'ーーー一

秋旧城跡、 向上 向上 溝跡 1条 須恵器、土師器、 赤 大畑地区中央部

褐色土器、墨書土器、 の調査
第76次調査 石製品、銭貨
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秋田城跡調査事務所要項

l 組織規定

秋田市教育委員会行政組織規則 抜粋 (平成3年 3月25日教委規則第 1号)

第 5条

4 文化課に所属する機関として秋出城跡調査事務所を設置する。

第 8条

4 秋出城跡調査事務所を秋田市寺内字焼山56番地に設置し、その分掌する事務は、おおむね次

のとおりとする。

(1) 史跡秋田城跡の発掘に関すること 。

(2) 史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

(3) 史跡秋田城跡の整備に関すること 。

E 発掘調査体制

1 )調査体制

秋田市教育委員会

教育長 石黒俊郎

文化課長 小松正夫

調査機関

秋田城跡調査事務所

所 長 日 里子 久

主席主査 松下秀博

西谷 隆

進藤 立青

2)調査指導機関

城県多賀城跡調査研究所
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